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「本会のスローガン『ともに悩みを分かち合い、

知恵を出し合い支え合い、創造と貢献を目指し合

う仙台市中学校長会』の下、まずは、会員同士の

情報共有の緊密化と連携をしっかりと図り、その

うえで、知恵と力を合わせて、一歩一歩確実に歩

みを進め、職責を果たしていくことを互いに誓い

合いたい」と、4 月に行われた総会で宣言してか

ら早くも一年の月日が過ぎようとしています。 

 世界的な感染症の流行や自然災害の発生、生成

AI の発展など、将来の予測が困難なこの時代にお

いては、これまでの日本型教育の良さを受け継ぎ

ながら「令和の日本型学校教育」を実現していく

ことが極めて重要であるとされ、一人一人の子ど

もたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、

協働的な学びの一体的な充実が求められ、その柱

とされる GIGA スクール構想においては、一人一台

端末が必須ツールとされ、教育 DX の一層の加速化

も求められております。 

 一方で、全ての教職員が「やりがい」を実感で

きるための働き方改革や、いじめ・不登校対策、

多様性に応じた指導の充実、震災の教訓を生かし

た防災対応力の育成など、求められる課題が山積

する中、各学校では創意工夫をした様々な取組が

展開されております。 

 そのような中、10 月には第 75 回全日本中学校

長会研究協議会岩手大会が、第 74 回東北地区中学

校長会研究協議会を兼ねて開催され、「新たな時代

を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人

を育てる中学校教育」の研究協議会主題の下、全

国から集った校長先生が、分科会などを通して直

接それぞれの学校経営を語り、協議を深めること

で、今後取り組むべき課題について共通認識を持

つことができました。また 11 月の第 81 回大都市

中学校長会連絡協議会横浜大会においては、大都

市特有の当面する各種課題などに関して、先進的

な取組や課題を共有するとともに、各都市の校長

先生と膝を突き合わせて協議を行う機会を持つこ

とができました。直接顔を合わせ、思いを伝え合

うことのできるこれらの機会は、オンライン型で

は得ることのできない大変貴重な研修の場であっ

たと強く実感しております。 

 また、この一年間、月ごとの例会の折には、「生

成 AI」「部活動の地域移行」「不登校の現状と支援

事業」「働き方改革」などをはじめ、喫緊の課題に

関する様々な研修を行いました。特に 11 月の第

11 回仙台市中学校長会研究協議会では、「地域と

の連携・協働による『チーム学校』の実現～学校

運営協議会の取組を通して～」を主題として、4名

の校長先生からの実践発表とパネルディスカッシ

ョン、それを受けてのグループ協議を行い、学校

支援地域本部との連携・協働によるコミュニティ・

スクールを推進する体制づくりなどについて協議

を深めることができました。 
 なお、この研究協議会の内容は、令和 7 年度の

東北地区中学校長会研究協議会山形大会における

分科会の主題に直結するもので、本市が発表を予

定しているものであります。東北地区中学校長会

での研究発表が単に個人の発表という形ではなく、

仙台市中学校長会全会員による共同研究としての

発表となるよう英知を結集し、かつ各校の学校経

営に資するものにつながっていくことに大いに期

待したいところです。 
新型コロナウイルス感染症の 5 類移行以来、

様々な教育活動が従来の規模や方法で実施するこ

とが確かに可能となりましたが、夏の猛暑への対

策や部活動の在り方など、向き合わなければなら

ない新たな課題もあります。今後も、会員相互の

連携・協力を強固なものとしながら、諸課題に挑

み続け乗り越えていくことを願っております。 

結びになりますが、本会の運営に御協力、御尽

力いただきました会員の皆様と関係各位の皆様に

衷心より感謝申し上げる次第です。次年度以降も

本会がますますの発展を続けていくことを祈念い

たしております。 

＜巻頭言＞ 

ともに悩みを分かち合い、知恵を出し合い支え合い 

仙台市中学校長会長  寺田  潤 
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令和㸴年度 仙台市中学校長会活動方㔪�
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 今日、ᡃが国では、ᑡ子㧗㱋化、国㝿化、㧗度情報化、そして、持続可能な社会の実現など、諸課題

に対応するため、様々な改革が進められている。このような中、ᡃが国の教育には、㇏かな人間性と創

造性を育むとともに、国㝿社会に貢献できる国Ẹの育成が求められている。�

 ⚾たち校長は、中学校教育に課せられた責ົと市Ẹの期待を深く認識し、全日中教育ࢪࣅョン『学校

からの教育改革』の⌮念を㋃まえ、「仙台市教育構想�0�1」に基づく学校づくりを推進しなければならない。

また、東日本大震災から１３年が経過し、記憶の風化が懸念される中、震災の教訓を語り継ぎ、風化させないた

めの取組を全力で進めなければならない。さらに、新型コロナウイルス感染症による教育活動の制限は緩和した

ものの、引き続き感染防止策を講じながらいかに生徒の学びを保障するかという課題意識を共有し、密なる情報

交換等を通して、教育活動を充実するための方策を模索・実践していく必要がある。�

 仙台市中学校長会は、校長としてのこれらの職責を自ぬし、本市中学校教育のさらなる充実・᣺⯆を

目指して、本会会๎ཬび次の重Ⅼ㡯目にᇶづき本会の運営に当たる。�

�

㸯 校長会の機能を一層充実させ、活動の活性化にດめる。�

�1� 校長相互の連絡・情報஺᥮ཬび連携を強化する�

��� 学校経営能力向上のための研究協議ཬび研修を充実する�

��� ᐑᇛ┴中学校長会ཬびᐑᇛ┴・仙台市ᑠ学校、බ❧・⚾❧㧗➼学校の校長会との連携を強化する�

�4� 行ᨻや関係諸機関との連絡・ㄪᩚཬびそれらへの積極的なᥦ言を行う�

�5� 各部における諸活動を積極的に展開する�

��� 市Ẹ・ಖㆤ⪅へ積極的に情報を発ಙする�

�

㸰 学⩦指導要㡿にᇶづき、創意ある教育課⛬を⦅成・実施し、生きる力を育む教育の推進にດめる。�

�1� 社会に開かれた教育課⛬の実現の⌮念の下、学校教育の改ၿ・充実のዲᚠ⎔を生み出す「カࣜ࢟

ュラム・࣐ネ࣓ࢪンࢺ」を推進する�

��� 生きて働く「知識・ᢏ能」の⩦得、ᮍ知の状ἣにも対応できる「思⪃力・ุ᩿力・表現力➼」の�

育成、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性➼」のᾰ㣴の୕つの柱にᇶづ

く資㉁・能力を育成する�

��� 主体的・対ヰ的で深い学びの実現に向けたᤵ業改ၿを推進する�

�4� 教育課⛬の改ၿを図るための学校ホ౯の充実を図る�

�

㸱 「仙台市教育構想�0�1」にᇶづき、子どもたちの可能性をᗈげる教育を推進する。�

�1� ᮍ来の創り手となるために人や社会との関わりを大切にしながら、将来の社会的・職業的自❧ 

に必要なែ度や能力を育む自分づくり教育を推進する 

��� ௚⪅との関わりや、様々な活動を通して೺全な心の育成を図るとともに、࿨と心をᏲり育む教 

育を推進する 

��� 「仙台市೺やかな体の育成プラン �0�4」をᇶに、ᮃましい部活動運営や㣗育➼のほⅬを重どし

た೺やかな体の育成を推進する�

�4� 「仙台市確かな学力育成プラン �0��」をᇶに、たくましく生きる力を育みながら、ᇶ♏的知識

・ᢏ能、活⏝する力、主体的な学⩦ែ度の確実な⩦得・育成を図る�

�5� 「仙台市学校教育情報化推進ィ⏬」をᇶに、I&7を積極的に活⏝し、௚⪅と協働し、自ら学び、

自ᕫの学びをデࢨインする力のᾰ㣴を図る�

��� Ᏻ心を創る仙台∧防災教育を推進し、震災の教訓を生かした防災対応力とともに、༴機対応力を
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育成する 

�7� 「仙台市特別支援教育推進プラン �0��」をᇶに、㞀害のあるඣ❺生ᚐに適切な指導支援を図る

とともに、日本語指導が必要な生ᚐに対しての支援の充実を図り、自❧と共生社会の実現に向けた

取組を推進する 

�8� 教職員がより生ᚐに向き合うことができる体制づくりと働き方改革を実現する 

㸦�㸧 教科におけるᑓ㛛性や教育課題に対応する指導力を㧗めるとともにコンプライ࢔ンスの意識の 

㧗ᥭを図る 

㸦10㸧 ᑠ中間ཬび地域やᐙᗞと積極的に連携するとともに、コミュニティ・スクール㸦学校運営協議会㸧

➼を通し地域と共に歩む学校づくりを推進する 

�

㸲 当面する教育課題のゎỴにດめる。�

  �1� 仙台市いじめ防Ṇ➼に関する᮲例や学校いじめ防Ṇᇶ本方㔪➼にᇶづく、いじめをぢ㏨さない、

チさない学校体制の構⠏を推進する�

  ��� 不登校のᮍ然防Ṇ➼を推進するとともに組⧊的な支援体制を強化する�

  ��� ࿨を大切にする心や自ᕫ⫯定感、よりよい人間関係を⠏く力などの向上を図り、㇏かな心の育成

を中᰾とする生ᚐ指導を推進する�

�4�� 教育活動におけるI&7活⏝を推進するため、研修➼の᮲௳ᩚഛを図る 

  �5� 2-7をはじめとした校内研修や学校職員ホ౯➼による教職員の力㔞向上を図る�

  ��� Ᏻ全㺃Ᏻ心な学校づくりを目指してのᐙᗞཬび地域との連携を強化する�

  �7� 防災意識の㧗ᥭと防災教育・防災体制の一層の充実を図る�

  �8� 震災による心の࢔ࢣの継続ཬび自ຓ・共ຓの意識の㧗ᥭを図る�

  ��� 学校業ົのぢ直しや校ົฎ⌮の改ၿ・ຠ⋡化などによる教職員が子どもに向き合える⎔ቃづくり

と教職員の働き方改革を一層ಁ進する�

 �10� 学校職員の不⚈事᰿⤯を目指したスクールコンプライ࢔ンス校内研修を強化する�

�11� 部活動の地域移行の෇⁥な実施に向け、関係機関、ᅋ体➼と連携を図る 

�

㸳 多様な教育活動を推進するため、教育諸᮲௳のᩚഛ・充実を期する。 

  �1� 教職員定ᩘの改ၿཬび主ᖿ教ㅍの定ᩘእ㓄⨨と㓄⨨ᣑ大を要ㄳ・協議する�

  ��� චチእ教科ᢸ௵のゎᾘやᑡ人ᩘ指導の充実ཬび特別支援教育充実のための㠀ᖖ໅ㅮᖌ➼のᣑ充

を要ㄳ・協議する�

  ���  教職員の人ᮦ育成ཬび特Ⰽある学校づくり、コミュニティ・スクールのຠ果的な運⏝を図り、学

校と地域の連携・協働の一層の充実を目指す�

� �4�  施タ㺃タഛの充実と教ᮦഛရのᩚഛを要ㄳ・協議する�

 �5�  地域と共に歩み、特Ⰽある学校づくりのための᮲௳ᩚഛに関する校長⿢㔞のᣑ大と教育᣺⯆㈝の

ቑ㢠を要ㄳ・協議する�

�

㸴 ໅ົ᮲௳等のᩚഛとᚅ㐝ᨵၿの୍ᒙの充実を期する。�

  �1� 「⩏ົ教育㈝国ᗜ㈇ᢸ制度」ཬび「人ᮦ確ಖ法」のሀ持を要ㄳする�

  ��� 諸手当をྵむ⤥୚体⣔の改ၿを要ㄳする�

 ���  定年ᘏ長ཬび෌௵⏝制度➼の適切かつ෇⁥な運⏝୪びに㏥職後の生活タィに関する体制のᩚഛ

・改ၿを要ㄳする�
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１ 各部の活動概要

（１） 総 務 部

（２） 研 究 部

（３） 教育課題部

（４） 研 修 部

（５） 人 事 部

（６） 情 報 部

（７） 行 財 政 部

（８） 生徒指導部



                                         

 
 

�

�

�

�

�

㸯� άື┠ᶆ�

   仙台市中学校長会の活動方㔪や宣言・Ỵ議を

㋃まえ、様々な要ᮃやᥦ言の取りまとめを行い、 

活動全体ィ⏬ཬび各部会間の連絡ㄪᩚを図り

ながら、仙台市中学校長会の能⋡的かつ෇⁥な

運営にດめる。 

 

㸰� άືෆᐜ�

�1� 各部会の諸機関➼への要ᮃやᥦ言をまと

め、❆ཱྀとなる。�

 ձ 仙台市教育ጤ員会➼へのᥦ言のస成 

ཬび΅እに関する事㡯 

 ղ その௚の事㡯 

��� 年度の活動目ᶆ・行事予定・事業ィ⏬➼を  

❧᱌する。 

��� 例会や各種会議➼の‽ഛやィ⏬を❧᱌す

る。 

�4� 各部会間➼の連絡ㄪᩚに当たる。 

�5� 全国中学校長会・東北地区中学校長会・

大都市中学校長会の情報を的確にᢕᥱし、

会員に伝㐩する。 

��� ⚟฼ཌ生やぶ╬会に関するィ⏬や‽ഛを

行い実施する。 

�7� 市中学校長会総会要㡯を⦅集し、総会の

運営を行う。 

�8� 中㧗�බ・⚾�連絡会に関する事㡯。 

��� ┴市連絡協議会に関する事㡯。 

�10�その௚ࠋ�

�

㸱� άືࡢᴫせ�

 �1� ⮫時校長会ࠝ+ ⓑⴗࠞ 

   4 月 4 日�ᮌ� 

   会ົ分ᤸ、各部活動ィ⏬➼の確認 

 ��� 仙台市中学校長会総会・研修会ࠝ+ ⓑⴗࠞ 

   4 月 �5 日�ᮌ� 

��� 学校教育の充実に関するᑠ中合同研修会 

                       ࠝ教育ࢭンࢱーࠞ 

   7 月 �5 日�ᮌ� ᥦ言᭩⣲᱌の᳨ウ 

 

  �4� 教育᠓ㄯ会ࠝ上ᮡ分ᗇ⯋ᒁ 1 会議ᐊࠞ 

   8 月 5 日�月�  主ᢸ当㸸中学校 

   「仙台市ᑠ・中学校教育の充実について 

�ᥦ言�」 

 �5� 中㧗�⚾�連絡会ࠝ仙台㺔㺼㺎㺡㺼㺻㺨㺽㺸㺛ࠞ  

      � 月 � 日�ⅆ�ヰ題ᥦ౪・意ぢ஺᥮୪びに㧗

校からの情報ᥦ౪ 

 ��� 中㧗�බ�連絡会ࠝ+ ⓑⴗࠞ 

      � 月 � 日�㔠�ヰ題ᥦ౪㸦බ❧㧗ධヨの状ἣ 

仙台市の生ᚐ指導の現状㸧・ 

意ぢ஺᥮ 

�7� 第 75 回全日本中学校長会研究協議会、 

第 74 回東北地区中学校長会研究協議会岩

手㸦┒ᒸ市㸧大会 

┴校長会との連絡ㄪᩚ  

10 月 17 日�ᮌ�18 日�㔠���� 名ཧ加� 

 �8� 第 81 回大都市中学校長会連絡協議会横浜   

大会ࠝパࣇࢯィコ横浜ࣀースࠞ 

ᐟἩ➼連絡ㄪᩚ 

11 月 14 日�ᮌ�15 日�㔠��� 名ཧ加� 

 ��� ┴・市連絡協議会  ᢸ当㸸仙台市 

  ձ 5 月 17 日�㔠� 

  ղ � 月 1� 日�㔠� 

  ճ 1 月 1� 日�ᮌ� 

�10�その௚ 

各例会時における‽ഛ➼ 

各部、事ົᒁとの連絡ㄪᩚ➼ 

 

 

 

 

  㸺⥲ົ㒊ဨ㸼�
 部 長  㭯 ᒸ ຾ ᙪ 㸦஬ ᶫ 中㸧 
 ๪部長  ᇼ 部 登⨾子 㸦ᰗ 生 中㸧 
 部 員  ⣒ ㇂ ಇ ဢ 㸦岩 切 中㸧 
 部 員  大 ಴ ⚽ அ 㸦生 出 中㸧 
 部 員  長 ἟ ὒ ⨾ 㸦台 ཎ 中㸧 
 部 員  ᰿ 本 ග 一 㸦Ἀ 㔝 中㸧 
 部 員  す ᇛ ♸ 子 㸦将┘東中㸧 
 部 員  Ὕ ཱྀ   ஀ 㸦㭯がୣ中㸧 

� ⥲�ົ�㒊�

        部長  㭯 ᒸ ຾ ᙪ 
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�

�

�

㸯� άື┠ᶆ�

中学校の教育活動に関する現状や課題をᢕ

ᥱし、特Ⰽある事例や研究事例を཰集、分ᯒ、

発ಙすることを通し、各校の学校運営、教育活

動の充実に資する。 

 

㸰� άືෆᐜ�

�1� 喫緊の教育課題についてㄪᰝ研究し、その

成果をᇶに各部と連携して、令和 � 年度第 11

回仙台市中学校長会研究協議会の௻⏬・運営

に当たる。 

��� 令和㸵年度東北地区校長会研究協議会に

おいて、仙台市が発表をᢸ当する内容㸦「地域

との連携・協働による『チーム学校』の実現」

࠙全日中分科会協議題ո 㸧に関する研究をࠚ

ᇶに、発表に向けた‽ഛを進める。 

 

㸱� άືࡢᴫせ�

�1� 4 月 4 日�ᮌ�第 1 回部会�⮫時校長会後� 

・๪部長の㑅出 

・活動目ᶆ、活動内容の確認 

��� 5 月 �1 日�ⅆ�第 � 回部会�例会後� 

・研究推進の方㔪と研究の方向性の確認 

・研究ィ⏬➼についての᳨ウ 

・第 11 回研究協議会の運営についての᳨ウ 

��� � 月 7 日�㔠�第 � 回部会�༡ᑠἨ中� 

・研究テー࣐ཬび研究の方向性の᳨ウ 

 ㄪᰝの内容・㡯目の᳨ウࢺーࢣン࢔・

 ฎ⌮స業➼の係分ᢸの確認ࢺーࢣン࢔・

�4� 7 月 1� 日�㔠�ᙺ員会・例会 

・ᙺ員会にて、研究協議会に向けた事๓ㄪᰝ

 実施をᥦ᱌ࢺーࢣン࢔

・例会にて、研究に関する࢔ンࢣーࢺを会員

に౫㢗 

�5� 8 月 � 日�㔠�第 4 回部会�༡ᑠἨ中� 

・研究に関する࢔ンࢣーࢺの分ᯒཬび発表テ

ー࣐の᳨ウ 

・実践発表パネࣜスࢺ、コーディネーࢱー➼

の㑅定 

��� 8 月 �7 日�ⅆ�ᙺ員会  

・ᙺ員会にて、研究協議会のᴫ要と持ち方に

ついてᥦ᱌ 

・実践発表パネࣜスࢺの㑅定結果᱌ཬびパネ

ࣜスࢺへの発表とཎ✏౫㢗についてᥦ᱌ 

�7� � 月 1� 日�ᮌ�第 5 回部会�༡ᑠἨ中� 

・研究協議会の全体ィ⏬・内容の確認 

・研究協議会のᙺ๭分ᢸ・‽ഛの確認 

�8� � 月 �5 日�Ỉ�ᙺ員会  

・ᙺ員会にて、研究協議会の全体ィ⏬ཬびᙺ

๭分ᢸについてᥦ᱌ 

��� 11 月 7 日�ᮌ�第 � 回部会�༡ᑠἨ中� 

・研究協議会に向けての‽ഛ・当日の運営➼

の確認 

・研究協議会事後࢔ンࢣーࢺの内容の確認 

・次年度研究㸦課題、継続㸧の方向性の確認 

�10� 11 月 �� 日�㔠�例会・協議会�࣍テルⓑⴗ� 

・ᙺ員会にて、事後࢔ンࢣーࢺをᥦ᱌ 

・例会にて、࢔ンࢣーࢺを会員に౫㢗 

・第 11 回仙台市中学校長会研究協議会開催 

�11� 1 月 14 日�ⅆ�ᙺ員会・例会 

・ᙺ員会にて、� 月例会・研修会の内容につ

いてᥦ᱌ 

�1�� 1 月 14 日�ⅆ�第 7 回部会�例会後�  

・� 月例会・研修会の‽ഛ・確認 

�1�� � 月 1� 日�ᮌ�第 8 回部会�༡ᑠἨ中� 

・令和 � 年度の取組の᣺り㏉り 

・令和 7 年度研究の方向性ཬび令和 7 年度東

北大会での発表に向けた‽ഛ・確認 

�14� � 月 � 日�月�例会・研修会 

・研修会にて、研究協議会グ㘓の報࿌ 

・令和 7 年度東北大会発表⪅予定⪅によるプ

ࣞ発表 

 
㸺◊✲㒊ဨ㸼�

部 長 ஬༑ᔒ ⚽ ᶞ �༡ ᑠ Ἠ 中� 

๪部長 ᮧ 上 ⚽ ᶞ �上 ᮡ 山 中� 

部 員 ᮌ ᮧ ᫀ ᏹ �୐ 㒓 中� 

部 員 㟷 ᮌ ༤ 法 �⿄ ཎ 中� 

部 員 㕥 ᮌ ⿱ ኴ �人 来 田 中� 

部 員 㣤 田   Ẏ �ྜྷ 成 中� 

部 員 大 ἟ 良 ௓ �ఫ ྜྷ 台 中� 

部 員 中 ᕝ ⨾ ె �ᯇ 㝠 中� 

部 員 田 中   充 �仙台㟷㝠中➼� 

◊�✲�㒊�

部長  ஬༑ᔒ ⚽ ᶞ 
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㸯� άື┠ᶆ�

   学校内እでのより多面的かつ多様な教育改革

が求められる中、┿に本㉁的で喫緊の教育課題

をぢ極め、実行可能な改ၿの推進に資するㄪᰝ

研究➼を行い、学校運営に生かせるよう会員相

互ཬび関係機関への┿ᦸなᥦ言としてまとめ

る。 

 

㸰� άືෆᐜ�

仙台市中学校長会活動方㔪を受け、今日的教

育課題に関する࢔ンࢣーࢺㄪᰝ・研修➼を行っ

た。 

�1�  各課題への取組 

࠙課題㸯ࠚ㧗校ධヨに関する課題と改ၿ要ᮃ 

ධヨ制度に関する意ぢを取りまとめて資

ᩱᥦ౪し、බ❧㧗校連絡会において、┴教ጤ

のㄝ᫂を得た。 

࠙課題㸰ࠚ学校運営協議会による地域との連 
携・協働㸦研究部ㄪᰝ㸧 

   ㄪᰝ結果を分ᯒし、課題をᩚ⌮して研究協 
議会において報࿌した。 

࠙課題㸱ࠚ教ᖌの働き方改革に関するㄪᰝ 

   「教ᖌの働き方」について、実行可能な改 

ၿを推進し、今後の働き方改革を進める㝿の 
資ᩱとするためにㄪᰝした。 

���  東日本大震災㏣᝚集会➼に関する࢔ンࢣ 

ーࢺㄪᰝ 

東日本大震災から 1� 年が過ぎ、グ᠈の㢼化

を防ぎ、教訓を継ᢎするための㏣᝚集会、᚟

⯆プロ࢙ࢪクࢺの在り方や、様々なゅ度から

の防災学⩦を推進していくために、各校の取

組と課題➼について継続したㄪᰝを行った。 

 

㸱� άືࡢᴫせ 

�1� ᢸ当研修会➼�

ձ11���㸦研究協議会 㹆ⓑⴗ㸧 

 「学校運営協議会に係るㄪᰝ結果分ᯒ」 

   報࿌ ඵᮌ山中学校 手ሯ ᖿྐ 

ղ1�14㸦研修会 教育㹁㸧ͤ研修部と共催 

「教ᖌの働き方改革に関する研修」 

  ㅮᖌ 教職員課 

⊦⫤ ሀᘺ ௻⏬ㄪᩚᢸ当課長 

今㔝 ᬛ㐨 ⟶⌮主事 

 

 

��� 活動内容 

  ձ 4��5㸦校長会総会後 㹆ⓑⴗ㸧 

   ᳨ウ事㡯の確認、⮫時部会の日⛬ㄪᩚ 

ղ 5��1㸦5 月例会 教育㹁㸧 

᫖年度実施した「東日本大震災㏣᝚➼に関

するㄪᰝ」の結果報࿌ 

ճ ��7㸦⮫時部会 教育㹁㸧 

今年度活動方㔪の確認、ㄪᰝ課題の㑅定、

ᙺ๭分ᢸの確認 

մ 7�5 

「㧗校ධヨに関する࢔ンࢣーࢺㄪᰝ」発出 

յ 8��7㸦8 月例会 教育㹁㸧 

「㧗校ධヨに関する࢔ンࢣーࢺㄪᰝ」結果 

報࿌ 

  ն 11�1 

   「教ᖌの働き方改革に関する࢔ンࢣーࢺㄪ 

ᰝ」発出 

շ 11���㸦研究協議会 㹆ⓑⴗ㸧 

  「学校運営協議会による地域との連携・協

働に関するㄪᰝ」㸦研究部ㄪᰝ㸧結果報࿌ 

ո 1�14㸦1 月例会 教育㹁㸧 

「教ᖌの働き方改革に関する࢔ンࢣーࢺㄪ 

ᰝ」結果報࿌ 
չ � 月 

次年度活動方㔪ィ⏬స成 

「東日本大震災㏣᝚集会➼に関する࢔ンࢣ 

ーࢺㄪᰝ」発出 

պ � 月 

「東日本大震災㏣᝚集会➼に関する࢔ンࢣ 

ーࢺㄪᰝ」集⣙ 

 

㸲� άື⥲ᣓと௒ᚋྲྀࡢ⤌�

学校を取り巻く⎔ቃは大きく変化しており、

それにకい教育課題が山積している。学校現場

において、各学校の取組状ἣを知る各種࢔ンࢣ

ーࢺㄪᰝの結果は、課題を共有するとともに、

学校運営の㝿の校長ุ᩿の一ຓとなったと思

われる。今後も課題を⢭㑅し、有⏝なㄪᰝ➼を

実施することがᮃまれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� ᩍ�⫱�ㄢ�㢟�㒊�

        部長  㐲 ⸨ ඞ ᏹ 

 㸺ᩍ⫱ㄢ㢟㒊ဨ㸼�

 部 長 㐲⸨ ඞᏹ㸦長 ⏫ 中㸧 
 ๪部長 ᘅᓥ ฼夫㸦୕ ᮲ 中㸧 
 部 員 㕥ᮌ཭ྜྷ子㸦ឡ ᏾ 中㸧 
 部 員 手ሯ ᖿྐ㸦ඵᮌ山中㸧 
 部 員 ᑠụ 㞝一㸦山 田 中㸧 
 部 員 東  貴ᙪ㸦᰿ⓑ▼中㸧 

部 員 相⃝ ඞᗈ㸦༡ග台中㸧 
 部 員 ᯇ本 ᏹ子㸦ᗈ 㝠 中㸧 
 部 員 ⊦⫤ ᬛ⛅㸦㝃 ᒓ 中㸧 
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㸯� άື┠ᶆ��

 �1� 今日的な教育課題に༶応した学校教育の改ၿを 

  図るための研修の௻⏬・運営を行う。 

 ��� 学校運営・経営のཧ⪃となる研修の௻⏬・運営 

  を行い、会員の資㉁向上を図る。 

㸰� άືෆᐜ�

 �1� 各種研修の௻⏬・運営を行い、会員相互の研㛑 

   を深める。 

 ��� 例会時の研修の充実を図るとともに、部会内の 

   分ᢸにᇶづくィ⏬的な運営を行う。 

 ��� 各部との連携により、教育の今日的課題を᫂確 

   化し、ゎỴの方策を᥈る研修を実施する。 

㸱� άືࡢᴫせ�

 �1� 5 月 �1 日㸦ⅆ㸧例会  

    第 1 回研修部会㸦年間ィ⏬・係分ᢸ㸧 

 ��� 7 月 1� 日㸦㔠㸧例会 第 1 回研修会 

   ＜情報部との共催＞ 

   「生成㸿㹇に関する研修～生成㸿㹇の特ᚩとṇ

しい活⏝方法について～」 

ㅮᖌ 教育ࢭンࢱー Ⳣཎ ᚭ 主ᖿ   

       బ⸨ 㝧 指導主事 

 ��� 7 月 1� 日㸦ⅆ㸧第 1 回新会員研修会 

   「学校経営」 

    ㅮᖌ 総ົ部長  㭯ᒸ ຾ᙪ 校長 

   「人事に関すること」 

    ㅮᖌ 人事部長  間山 ⿱ᗣ 校長 

 �4� 8 月 �7 日㸦ⅆ㸧例会 第 � 回研修会 

   「仙台市の部活動地域移行について～部活動を

取り巻く状ἣと今後～」 

    ㅮᖌ ೺ᗣ教育課 ኴ田 ༤ᩥ 主ᖿ 

�5� � 月 �5 日㸦Ỉ㸧例会 第 � 回研修会 

   ＜生ᚐ指導部との共催＞ 

   ࠙不登校の現状と不登校支援事業ࠚ 

      「不登校ඣ❺生ᚐᩘの推移」 

   「国の施策・仙台市の施策」 

   「不登校ඣ❺生ᚐቑ加の要ᅉ」 

   「不登校支援事業」 

    ㅮᖌ 教育相ㄯ課 教育支援ࢭンࢱー 

㐲⸨ ᫴ ᡤ長 

 ��� 10 月 �5 日㸦㔠㸧第 � 回新会員研修会 

 「人事␗動に係る校長のᙺ๭と実ົについて」 

 「₇⩦ၥ題」 

ㅮᖌ 人事部長 間山 ⿱ᗣ 校長 

寺ᒸ中 㧘ᶫ ᙲ࿃ 校長 

    㤋中  中田  ᫴ 校長 

 �7� 11 月 �� 日㸦㔠㸧例会 第 4回研修会 

   ＜研究部主催＞ 

    第 11 回仙台市中学校長会研究協議会 

    「地域との連携・協働による『チーム学

校』の実現～学校運営協議会の取組を

通して～」 

   ࠙パネルディスカッションࠚ 

    コーディネーࢱー ୐㒓中 ᮌᮧ ᫀᏹ 校長 

    パネࣜスࢺ    Ἀ㔝中 ᰿本 ග一 校長 

           加ⱱ中 ⃅㇂ ᗈྖ 校長 

              折❧中 ᇼ越 ⚽⠊ 校長 

            上ᮡ山中 ᮧ上 ⚽ᶞ 校長 

     ձ 事例発表  ղ 意ぢ஺᥮ 

   ࠙グループ協議ࠚ 

 �8� 1 月 14 日㸦ⅆ㸧例会 第 5 回研修会 

   ＜教育課題部との共催＞ 

   「働き方改革について」 

    ㅮᖌ 教職員課 ⊦⫤ ሀᘺ ᢸ当課長 

       今㔝 ᬛ㐨 ⟶⌮主事 

 ��� � 月 � 日㸦月㸧例会 第 � 回研修会 

   ＜研究部との共催＞ 

「今年度の研究報࿌」 

「東北大会向けプࣞ発表会」 

   第 � 回研修部会 

㸦今年度の཯┬と次年度ィ⏬᱌᳨ウ㸧 

㸲� �௚ࡢࡑ

中学校教育ཬび学校運営に係る課題をぢ極め、

次年度も各部との連携を図りながら、学校経営

に資する研修を実施していく。 

 

 
 
 
 
 

 
◊� ಟ� 㒊�

          部長 Ⳣ 㔝 ຾ ⣖ 

㸺◊ಟ㒊ဨ㸼�

  部 長  Ⳣ 㔝 ຾ ⣖㸦஬ ᇛ 中㸧 
๪部長  Ύ 㔝 ᬛ 子㸦㭯 ㇂ 中㸧 
部 員  ᫍ   㝯 一㸦㧗 ◁ 中㸧 
部 員  ⊁ 㔝 ᐩ士子㸦す 山 中㸧 
部 員  ༓ ⴥ   ᏶㸦⛅ ಖ 中㸧 
部 員  ᆏ 本   ⱱ㸦向㝧台中㸧 
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� 
 

�

�

�

�

�

㸯� άື┠ᶆ�

�1� 人事に関する現状と課題をᢕᥱし、教育職

員構成の適ṇ化にᐤ୚する。 

 ��� 教育実⩦の改ၿに向けて、ㄪᰝཬび意ぢ集

⣙にດめる。 

    

㸰� άືෆᐜ�

 �1� 教育職員構成に関するㄪᰝ㸦5 月㸧と人事

␗動に関するㄪᰝ㸦� 月㸧を行い、教育職員㓄

⨨の現状と課題➼をᢕᥱするとともに。人事

上の課題について改ၿ策➼をල申する。 

��� 新会員に対して人事␗動➼に関する研修

会を実施する。 

�4� 教育実⩦に関するㄪᰝを行い、市教ጤへ      

報࿌する。 

 

㸱� άືࡢᴫせ�

�1� 4 月 4 日�ᮌ� 第 1 回部会 

   㸦⮫時校長会後に開催㸧 

  ・部会の活動目ᶆ、活動内容、年間ィ⏬➼の

確認 

  ・55 人事␗動に関するㄪᰝ結果の共有 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝ内容の᳨ウと

ᙺ๭分ᢸ 

��� 4 月 1� 日�㔠� 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの౫㢗発出 

 ��� 5 月 �1 日�ⅆ� 5 月例会㸦教育㹁㸧 

  ・55 人事␗動に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

   㸦教職員課へもᥦ出㸧 

     同日 第 � 回部会 

    ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの集ィの進め

方についての確認 

�4� 5 月 �1 日�㔠� 第 � 回部会㸦ᐑᇛ㔝中㸧 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの分ᯒ、次年

度のㄪᰝ㡯目・ㄪᰝ方法の᳨ウཬび༳ๅཎ

✏の校ṇ 

  ・5� 在仙大学教育実⩦生㸦後期㸧受けධれ可

能ㄪᰝの実施についての確認 

  ・新会員研修の進め方についての協議 

 �5� � 月 �1 日�㔠� 

   ・5� 後期教育実⩦受けධれ可能ᩘㄪᰝ౫㢗 

   㸦集⣙後、教職員課へ情報ᥦ౪㸧 

��� 7 月 1� 日�㔠� 7 月例会 

    ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

   㸦教職員課へもᥦ出㸧 

 �7� 7 月 1� 日�ⅆ� 第 1 回新会員研修㸦教育㹁㸧 

  ・人事␗動とは 

・学校人事ࣜ࢔ࣄングについて 

・人事日⛬・人事ࣜ࢔ࣄングについて 

・ホ౯について 

・人事に関するグループ㉁␲ 

 �8� 10月 �5日�㔠� 第�回新会員研修�教育㹁㸧 

  ・人事␗動方㔪の確認 

・人事␗動までの流れや事ົ手続き上の␃意    

 Ⅼについて 

  ・各種報࿌資ᩱస成に関するグループ₇⩦ 

 ��� 1� 月 �0 日�㔠� 

  ・在仙大学教育実⩦➼連絡協議会 

�10�1 月 14 日�ⅆ� 1 月例会㸦教育㹁㸧 

    ・5� 教育実⩦に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

・57 ๓期教育実⩦受けධれ可能ᩘㄪᰝ౫㢗 

      㸦集⣙後、教職員課へ情報ᥦ౪㸧 

  同日 第 4 回部会㸦教育㹁㸧 

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝ内容の᳨ウ 

 �11� � 月 4 日�ⅆ�  

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝの౫㢗発出 

 �1��� 月 � 日�月� 第 5 回部会 

  ・今年度の཯┬と次年度の活動ィ⏬の᳨ウ 

 �1�� � 月下᪪ 第 � 回部会 

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝ集⣙ 

 

  㸺ே஦㒊ဨ㸼�
 部 長  間 山 ⿱ ᗣ 㸦ᐑᇛ㔝中㸧 
 ๪部長  㐲 ⸨   ⁠ 㸦将┘中㸧 
 部 員  㧘 ᶫ 一 ㄔ 㸦භ㒓中㸧 
 部 員  䭾 ᮌ   ᚭ 㸦ඵஎዪ中㸧 
 部 員  㧘 ᶫ ᙲ ࿃ 㸦寺ᒸ中㸧 
 部 員  బ ⸨ ㈼ ἞ 㸦長࿨ୣࢣ中㸧
 部 員  中 田   ᫴ 㸦㤋中㸧 

� ே�஦�㒊�

        部長  間 山 ⿱ ᗣ 

㸦�㸧

                                         

� 
 

�

�

�

�

�

㸯� άື┠ᶆ�

�1� 人事に関する現状と課題をᢕᥱし、教育職

員構成の適ṇ化にᐤ୚する。 

 ��� 教育実⩦の改ၿに向けて、ㄪᰝཬび意ぢ集

⣙にດめる。 

    

㸰� άືෆᐜ�

 �1� 教育職員構成に関するㄪᰝ㸦5 月㸧と人事

␗動に関するㄪᰝ㸦� 月㸧を行い、教育職員㓄

⨨の現状と課題➼をᢕᥱするとともに。人事

上の課題について改ၿ策➼をල申する。 

��� 新会員に対して人事␗動➼に関する研修

会を実施する。 

�4� 教育実⩦に関するㄪᰝを行い、市教ጤへ      

報࿌する。 

 

㸱� άືࡢᴫせ�

�1� 4 月 4 日�ᮌ� 第 1 回部会 

   㸦⮫時校長会後に開催㸧 

  ・部会の活動目ᶆ、活動内容、年間ィ⏬➼の

確認 

  ・55 人事␗動に関するㄪᰝ結果の共有 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝ内容の᳨ウと

ᙺ๭分ᢸ 

��� 4 月 1� 日�㔠� 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの౫㢗発出 

 ��� 5 月 �1 日�ⅆ� 5 月例会㸦教育㹁㸧 

  ・55 人事␗動に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

   㸦教職員課へもᥦ出㸧 

     同日 第 � 回部会 

    ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの集ィの進め

方についての確認 

�4� 5 月 �1 日�㔠� 第 � 回部会㸦ᐑᇛ㔝中㸧 

  ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝの分ᯒ、次年

度のㄪᰝ㡯目・ㄪᰝ方法の᳨ウཬび༳ๅཎ

✏の校ṇ 

  ・5� 在仙大学教育実⩦生㸦後期㸧受けධれ可

能ㄪᰝの実施についての確認 

  ・新会員研修の進め方についての協議 

 �5� � 月 �1 日�㔠� 

   ・5� 後期教育実⩦受けධれ可能ᩘㄪᰝ౫㢗 

   㸦集⣙後、教職員課へ情報ᥦ౪㸧 

��� 7 月 1� 日�㔠� 7 月例会 

    ・5� 教育職員構成に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

   㸦教職員課へもᥦ出㸧 

 �7� 7 月 1� 日�ⅆ� 第 1 回新会員研修㸦教育㹁㸧 

  ・人事␗動とは 

・学校人事ࣜ࢔ࣄングについて 

・人事日⛬・人事ࣜ࢔ࣄングについて 

・ホ౯について 

・人事に関するグループ㉁␲ 

 �8� 10月 �5日�㔠� 第�回新会員研修�教育㹁㸧 

  ・人事␗動方㔪の確認 

・人事␗動までの流れや事ົ手続き上の␃意    

 Ⅼについて 

  ・各種報࿌資ᩱస成に関するグループ₇⩦ 

 ��� 1� 月 �0 日�㔠� 

  ・在仙大学教育実⩦➼連絡協議会 

�10�1 月 14 日�ⅆ� 1 月例会㸦教育㹁㸧 

    ・5� 教育実⩦に関するㄪᰝ結果の報࿌ 

・57 ๓期教育実⩦受けධれ可能ᩘㄪᰝ౫㢗 

      㸦集⣙後、教職員課へ情報ᥦ౪㸧 

  同日 第 4 回部会㸦教育㹁㸧 

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝ内容の᳨ウ 

 �11� � 月 4 日�ⅆ�  

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝの౫㢗発出 

 �1��� 月 � 日�月� 第 5 回部会 

  ・今年度の཯┬と次年度の活動ィ⏬の᳨ウ 

 �1�� � 月下᪪ 第 � 回部会 

  ・5� 人事␗動に関するㄪᰝ集⣙ 

 

  㸺ே஦㒊ဨ㸼�
 部 長  間 山 ⿱ ᗣ 㸦ᐑᇛ㔝中㸧 
 ๪部長  㐲 ⸨   ⁠ 㸦将┘中㸧 
 部 員  㧘 ᶫ 一 ㄔ 㸦භ㒓中㸧 
 部 員  䭾 ᮌ   ᚭ 㸦ඵஎዪ中㸧 
 部 員  㧘 ᶫ ᙲ ࿃ 㸦寺ᒸ中㸧 
 部 員  బ ⸨ ㈼ ἞ 㸦長࿨ୣࢣ中㸧
 部 員  中 田   ᫴ 㸦㤋中㸧 

� ே�஦�㒊�

        部長  間 山 ⿱ ᗣ 

―　　―8



 

 

 

 

 

㸯� άື┠ᶆ�

�1�  仙台市中学校長会 :HE  ⏝を⟶⌮・運ࢪー࣌

し、情報の共有ཬびᗈ報活動にດめる。 

���  校長会運営に係るネッ࣡ࢺークや ,&7 活⏝ 

の࣏ࢧーࢺにດめる。 

 ��� 仙台市中学校長会「⣖要」を⦅集・発หする。 
㸰� άືෆᐜ�

�1� 仙台市中学校長会の :HE  ⟶ログをࣈ・ࢪー࣌

⌮し、適時᭦新する。必要に応じてࢧイࢺの 

構成➼を改ၿする。 

 ��� オンライン会議や校ົ支援システム運⏝➼の   

 。を行うࢺー࣏ࢧ  

��� ᙺ員会・各部との連携を図り、資ᩱの཰集や 

情報ᥦ౪・情報共有を行う。 

 �4� 仙台市中学校長会の諸連絡や研究ㄪᰝ➼のグ 

  㘓、校長会᱌内ᩥ᭩、ㄪᰝ౫㢗➼を :HE  ー࣌

 。にᥖ㍕するࢪー࣌⏝の会員ᑓࢪ  

 �5� 仙台市中学校長会「⣖要」をస成し、関係    

  諸機関に㓄௜するとともに、校長会の :HE  ࣌

 ーࢪにᥖ㍕する。 
㸱� άືࡢᴫせ�

�1� 第 1 回部会        4 月 4 日�ᮌ� 

  ・部員顔合わせ 

  ・活動内容の確認 

・活動ィ⏬㸦ᴫ要㸧の確認 

��� 第 � 回部会         5 月 �1 日�ⅆ� 

  ・組⧊確認、ᙺ๭分ᢸ確認 

  ・活動目ᶆタ定、活動内容確認 

  ・活動日⛬確認 

  ・:HE  ᭦新研修ࢪー࣌

 ログ᭦新研修ࣈ・  

  ・:HE   年度᭦新ࢪー࣌

��� ⣖要⦅集ィ⏬᳨ウ会      � 月 1� 日�ᮌ� 

  ・中学校長会「⣖要」⦅集ィ⏬ 

  ・「⣖要」⦅集ᙺ๭分ᢸ、⦅集日⛬確認 

  ・「⣖要」ཎ✏ᇳ➹౫㢗 

�4� :HE࣌ーࢪస成ィ⏬᳨ウ会  �月 1� 日�ᮌ� 

 ・中学校長会「:HE  స成」ィ⏬᳨ウࢪー࣌

 ・「 *RRJOH ࢧイࢺ」移行研修 

�5� :HE࣌ーࢪస成స業部会  10月 �8 日�月� 

 ・*RRJOH ࢧイࢺの校長会 :HE  構⠏ࢪー࣌

��� 第 �回部会          1 月 14 日�ⅆ� 

  ・中学校長会「⣖要」ཎ✏全体⦅集 

  ・「⣖要」一次校ṇ 

   ・令和 � 年度の᣺り㏉り 

   ・次年度改ၿ᱌᳨ウ 

 �7� 第 4 回部会          � 月 4 日�ⅆ� 

 ・中学校長会「⣖要」ཎ✏஧次校ṇ 

 ・「⣖要」ཎ✏業⪅発ὀ 

 ・令和 � 年度活動報࿌స成 

 ・令和 7 年度活動目ᶆ・活動内容確認 

 ・令和 7 年度活動ィ⏬స成 

 ・令和 7 年度以降のࣈログ継続のᑂ議 

 �8� 第 5 回部会         � 月 � 日�月� 

  ・中学校長会「⣖要」関係機関㓄௜   

  ・中学校長会「⣖要」:HE  ᥖ㍕ࢪー࣌

 ��� ⮫時情報部会                   ͤ適時 

  ・仙台市中学校長会資ᩱ཰集 

  ・仙台市中学校長会 :HE  ᭦新ࢪー࣌

  ・仙台市中学校長会ࣈログ᭦新 

  ・情報ᥦ౪資ᩱの :HE  ᥖ㍕ࢪー࣌

 �10� その௚ 

  仙台市中学校長会「⣖要」の⦅集ィ⏬をぢ

直し、ཎ✏の様ᘧや発หまでのẁ取りを改ၿ

した。 

  校長会 :HE をࢪー࣌ *RRJOH ࢧイࢺ に 移

行し、 直感的な᧯సで、」ᩘ名で :HE ࢪー࣌

の᭦新が可能とし㈇ᢸのᖹ‽化ཬび㍍ῶを図

った。 

 

 

 

 

 

 ᝟� ሗ� 㒊�

        部長  ᮌ 下 ⿱ 士 

㸺᝟ሗ㒊ဨ㸼�

部 長  ᮌ 下 ⿱ 士 㸦す 多 ㈡ 中㸧 

๪部長  中 ᮧ ᬕ ⨾ 㸦ᗈ ℩ 中㸧 

部 員  大 内 ྖ ᮁ 㸦୐ 北 田 中㸧 

部 員  ⃅ ㇂ ᗈ ྖ 㸦加 ⱱ 中㸧 

部 員  ⰾ ㈡   ஽ 㸦༡ 中 山 中㸧 

部 員  大 内   ⪽ 㸦田 子 中㸧 
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⾜ ㈈ ᨻ 㒊

部長 ඵ 巻 ❳ 一

㸯 άື┠ᶆ

�1� 学校運営に関する課題のゎ᫂と、適ṇ化に

ດめる。

��� ㈈ົ内容について᳨ウし、経⌮を適ṇにᇳ

行する。

㸰 άືෆᐜ

�1� 学校運営に関するㄪᰝを行い、ᥦ言・要ᮃ

をまとめる。

��� 年間予⟬᱌をᥦ♧する。

��� ཰ධ・支出状ἣのᢕᥱと、中間Ỵ⟬報࿌を

行う。

�4� Ỵ⟬報࿌を行う。

�5� ㈈ົ内容について᳨ウし、次年度の活動ィ

⏬と予⟬᱌のస成を行う。

㸱 άືࡢᴫせ

�1� ⮫時校長会 4月 4日�ᮌ�

・会ົ分ᤸ ・年会㈝➼のᚩ཰について

・総会資ᩱ㸦会ィ㸧

・活動目ᶆ

・活動ィ⏬స成

・㸦新௵・㌿ධ・෌ධ会員ᐄ㸧බົ員㈺ൾ責

௵ಖ㝤加ධ申㎸日の確認と年会㈝࿘知

・部会顔合せ ・部員のᢸ当、連絡⥙確認

・教育බົ員ᘯ῭会ᐑᇛ支部の事業確認

��� 校長会総会 4月�5日�ᮌ�

・令和5年度Ỵ⟬報࿌ཬび┘ᰝ報࿌

・令和�年度予⟬のᥦ᱌

ͤ総会要㡯にᥖ㍕

・校長会会㈝ཬび㈇ᢸ㔠➼の集㔠

��� 校長会5月例会・部会 5月�1日�ⅆ�

・බົ員㈺ൾ責௵ಖ㝤の取ᢅ業⪅からの情報

ᥦ౪を行い、次年度のಖ㝤加ධについて᳨

ウしていくことを確認した。

�4� 校長会7月例会・部会 7月1�日�㔠�

・බົ員㈺ൾ責௵ಖ㝤ዎ⣙加ධド㓄௜

・教育研究ຓ成㔠��校へ各5୓෇㸧の確認
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㸯� άື┠ᶆ�

  積極的な生ᚐ指導の推進と心の教育の充実  

～生ᚐ指導上の今日的課題のゎ᫂とその対策～ 

・いじめ防Ṇ、不登校対策の共有化 

・ネッࢺࢺラࣈル防Ṇ対策ཬび関係機関との 

連携強化 

㸰� άືෆᐜ�

�1� 生ᚐ指導に関する諸ၥ題のㄪᰝ研究 

��� 関係機関との行動連携強化と研修の充実 

��� 学校間の連携と情報஺᥮の緊密化 

�4� 特別な支援を要する生ᚐの⌮ゎと㓄៖の 

在り方に関する研修の充実 

�5� ᐙᗞ・地域・関係機関➼との連携による 

Ᏻ全対策の推進 

��� 各学校の個別事᱌相ㄯ 

㸱� άືࡢᴫせ�

 �1� 第 1 回部会 4 月 4 日�ᮌ� ࣍テルⓑⴗ�

   ձ 部長・๪部長の互㑅 

     部 長 ⓑ▼ 和ஓ �中山中� 

     ๪部長 ⳥地 ῟  �ᖾ⏫中� 

  ղ 活動目ᶆ、内容、活動ィ⏬、組⧊の᳨ウ、 

      ๓年度活動の成果と課題についての確認、 

      組⧊⦅成、ᢸ当分ᤸの活動ィ⏬の策定 

・生ᚐ指導⌜㹹�1��5�㹻・研修⌜㹹���㹻 

・特別支援⌜㹹�4�㹻・部長、๪部長㹹������㹻 

  ճ 全市�各区�生ᚐ指導主事連絡協議会、 

   校እ指導連┕、㟷ᑡ年対策භ機関研修、 

   ᑠ中学校長会生ᚐ指導部合同部会の事業ィ

⏬、運⏝の᳨ウ 

 ��� 第 � 回部会 5 月 �1 日�ⅆ� 教育ࢭンࢱー 

   仙台市㟷ᑡ年対策භ機関・ᑠ中学校長会 

生ᚐ指導部会合同会議➼のᙺ๭分ᢸ確認 

 ��� 第 � 回部会 7 月 �� 日�月� 教育ࢭンࢱー 

    仙台市㟷ᑡ年対策භ機関・ᑠ中学校長会 

生ᚐ指導部会合同会議の開催 

  �4� 第 4 回部会 11 月 1 日㸦㔠㸧教育ࢭンࢱー 

   ᑠ中学校長会生ᚐ指導部会合同会議の開催 

 �5� 第 5 回部会 1 月 14 日�ⅆ� 教育ࢭンࢱー 

   次年度に向けての事業᳨ウ 

 ��� 第 � 回部会 � 月 � 日�月� ࣍テルⓑⴗ 

    本年度の成果と課題ཬび次年度事業᳨ウ 

㸲� ◊ಟ�

�1� � 月例会 � 月 �5 日�Ỉ� 教育ࢭンࢱー 

   「不登校の現状と不登校支援事業」 

�研修部と共催�ㅮᖌ 教育相ㄯ課主ᖿ兼 

教育支援ࢭンࢱーᡤ長  㐲⸨ ᫴ Ặ 

㸳� 㛵㐃஦ᴗ�

 �1� 第 40 回生ᚐ指導⟶እ研修 �中Ṇ� 

   ͤ新型コロナ感染ᣑ大防Ṇのため。 

 ��� 仙台市中学校生ᚐ指導主事連絡協議会 

    第㸯回 5 月 �4 日�㔠�第 � 回 � 月 1� 日�㔠�  

    第 � 回 1 月 � 日�ᮌ� 第 4 回 � 月 14 日�㔠�  

   ͤ教育ࢭンࢱーにて実施 

・全市、各行ᨻ区での情報஺᥮ 

    ・関係機関からのຓ言と情報஺᥮ 

    ・中総体、長期ఇ業、㧗校ධヨ➼の対策 

   ͤ� 月 � 日㸦㔠㸧関係機関、生ᚐ指導主事、

校長会との᠓ぶ会実施 

 ��� 仙台市校እ指導連┕ 

   第 1 回  5 月 �8 日�ⅆ�教育ࢭンࢱー 

   第 � 回  � 月 �� 日�Ỉ�᭩面開催 

   第 � 回 1� 月 18 日�Ỉ�教育ࢭンࢱー 

     ・長期ఇ業中の校እでの生ᚐ指導と事ᨾ 

    防Ṇ対策�Ỉ難・஺通事ᨾ➼� 

      ・市中総体期間中の事ᨾ防Ṇ対策 

     ・༴㝤⟠ᡤ確認 ・ඣ❺生ᚐ合同会議 

    ・ᐙᗞとの協働�㟷ᑡ年ၿ導᪪間➼� 

 �4㸧地域ࡄるみ೺全育成協議会 

    第 1 回  � 月 �5 日�ⅆ�教育ࢭンࢱー 

    第 � 回 11 月 8 日�㔠�教育ࢭンࢱー 

     ・生ᚐ指導推進協力地区ゼၥ 
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     ・生ᚐ指導推進協力地区ゼၥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

� ⏕�ᚐ�ᣦ�ᑟ�㒊�

        部長  ⓑ ▼ 和 ஓ 

㸺⏕ᚐᣦᑟ㒊ဨ㸼�

部 長 ⓑ▼ 和ஓ �中 山 中� 
๪部長 ⳥地  ῟ �ᖾ ⏫ 中� 
部 員 ∦᱒ 知ᙪ �東仙台中� ۑ生指 
部 員 すᾏᯞ 恵 �東 ⳹ 中�  研修 
部 員 ᮧᯇ 貴ᾈ �ඵ ㌺ 中�  生指 
部 員 㕥ᮌ ୔἞ �中 田 中�   特支 
部 員 ⵿㍯ ୔ᗈ �北仙台中�  特支 
部 員 㣤ῡ  ඃ �ⵦ ⏫ 中�  研修 
部 員 ᇼ越 ⚽⠊ �折 ❧ 中� ۑ特支 
部 員 బ々ᮌ἞子 �大 ἑ 中�  生指 
部 員 ⸨ᓥ ⋞௓ �ⱱᗞ台中� ۑ研修 
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２ 調査研究等報告

（１）教育課題部

「高校入試に関するアンケート調査」

「学校運営協議会に係る調査結果分析」

（２）研修部

「不登校の現状と不登校支援事業」

「生成ＡＩに関する研修」

～生成ＡＩの特徴と正しい活用方法について～

「仙台市の部活動地域移行について」

～部活動を取り巻く状況と今後～



㧗ᰯධヨに㛵ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡿࡍㄪᰝ㸦㸵᭶ᐇ᪋㸧�

� � � � � � � � � � � ୰Ꮫᰯᰯ㛗఍� ᩍ⫱ㄢ㢟㒊�

㸯� ධヨ᪥⛬にࡘい  ࡚

 

 

 

�

࠙බ❧㧗ᰯ⦅ �ࠚ

㸦㸯㸧ⰋかࡓࡗⅬ�

�ධヨ日のタ定が適切だったことۑ

＜主な回⟅＞�

・ⅆ᭙日のධヨ㸦受㦂指導が๓日にできる㸧はあり

がたく思った。 

・�月5日ということで、༞業ᘧまで期間があり、受   

㦂を⤊えてから༞業ᘧの⦎⩦➼をవ⿱を持って行

えた。 

㸦㸰㸧ⱞ៖しࡓⅬ  

 ㏣ヨ㦂までの日⛬について期間が▷いことۑ   

＜主な回⟅＞ 

   ・බ❧ධヨにおいて、本ヨ㦂と㏣ヨ㦂の日⛬が㏆す 

ぎて、発症した場合に㏣ヨでは対応できないので    

はという心㓄のኌがあった。 

  ・බ❧ධヨと㏣ヨまでの期間が▷く、⨯ᝈ日によっ 

ては୧方受けられない可能性があった。㸦同様多 

ᩘ㸧 

 合᱁発表からබ❧願᭩⥾め切りまでの期間❧⚾ۑ

が▷いこと 

＜主な回⟅＞ 

   ・⚾❧一⯡ධヨの合᱁発表からබ❧出願までの期間 

が▷いため、最⤊的なබ❧のᚿᮃ校Ỵ定のための 

面ㄯや相ㄯがややៃただしかった。 

 その௚ۑ

＜主な回⟅＞ 

・බ❧の合᱁発表のインࢱーネッࢺ確認の時้が༗後 

7時㡭となっているが、໅ົ時間との兼ね合いから 

༗後4時�0分までにできるようᕼᮃする。現地で 

直接確認であれば༗後�時だが、学校の規模によっ 

ては、出向く教員が�学年だけでは不㊊し、஺通事 

ᨾも心㓄であり、また、ᤵ業や部活動も通ᖖ通り実 

施されているので、インࢱーネッࢺ確認時้の改ၿ 

を強くᮃむ。 

�

�

�

�

࠙⚾❧㧗ᰯ⦅ �ࠚ

㸦㸯㸧ⰋかࡓࡗⅬ 

 ධヨ日⛬が例年通りで分かりやすかったことۑ

＜主な回⟅＞ 

・⚾❧ධヨ日がスࢱンࢲーࢻな日⛬タ定のため受㦂 

生にも教員にも分かりやすかった。 

㸦㸰㸧ⱞ៖しࡓⅬ 

 推⸀ධヨに関して㓄៖したこと❧⚾ۑ  

＜主な回⟅＞ 

 ・⚾❧推⸀ධヨからබ❧ධヨまでの間がありすぎ 

る。⚾❧推⸀ධヨをබ❧ే願で受㦂し⚾❧㧗に合 

᱁すると、බ❧ධヨまでẼ持ちが持たない。 

  ・⚾❧推⸀ධヨの事๓指導のため、ఇみ中に対応す 

る必要があった。ఇみ᫂け、学校෌開後にもう一 

日あるとవ⿱が出る。 

 

２ 入試制度について 

 

 

 

 

㸦㸯㸧ⰋかࡓࡗⅬ�

 特Ⰽ㑅ᢤの良さۑ  

  ＜主な回⟅＞ 

・特Ⰽ㑅ᢤがより分かりやすくなり、生ᚐやಖㆤ⪅ 

も⌮ゎしやすくなったと思われる。 

  ・特Ⰽ㑅ᢤがあることで、生ᚐにとって進㊰㑅ᢥの 

ᖜがᗈがると思う。㸦同様多ᩘ㸧 

 事ົ手続きの改ၿに関わることۑ  

  ＜主な回⟅＞ 

  ・出願⪅一ぴ表や願᭩のグධの௙方などがࡰ࡯⤫一 

されている。 

  ・ゞṇ༳が必要なくなり、஧重⥺でのゞṇだけでよ 

くなった。 

 その௚ۑ

＜主な回⟅＞ 

・஧次ເ集の学校が多くあり、進㊰先がᮍ定の生ᚐ 

にとってຓかった。 

� � ・生ᚐ、ಖㆤ⪅にᐤりῧう制度を目指していると思 

った。 

� � ࣭๓期、後期㑅ᢤの時代とẚ㍑すると、生ᚐへの指

導や事ົ手続きの㈇ᢸが᱁ẁに㍍ῶされた。 

 

 

問：昨年度の公立・私立高校入試日程で良かった点や 

苦慮された点をお聞かせください。 

問：公立高校の入試制度（共通選抜・特色選抜、第一

次・二次募集など）で良かった点や苦慮された点

をお聞かせください。 
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㸦㸰㸧ⱞ៖しࡓⅬ�

 事ົ手続きの難しさに関わることۑ

＜主な回⟅＞ 

� � ・願᭩Ⅼ᳨や受㦂ᩱの集㔠など、中学校での確認స 

業が多く大変だった。 

  ・生ᚐのẶ名で、࢛ࣇンࢺがない生ᚐがいたこと。 

  ・බᩥ᭩⊂特の表現やグධの௙方にᡞᝨうところが 

ある。 

  ・㏣ヨ᮲௳に「月経㝶క症状による㏣ヨ」が㏵中か 

ら᫂グされた。ᩥ科┬発表から┴の方㔪が出るま

での日ᩘがかかってしまったため、一部ಖㆤ⪅が

ΰ஘していた。 

 その௚ۑ  

＜主な回⟅＞ 

・願᭩のẶ名が「ఫẸ⚊どおり」とあり、学校で 

は、እᏐ登㘓を行ったり、本人手᭩きの願᭩で 

も「たけかࢇむり」や「⸨」の␗Ꮠ体などにつ 

いての確認や᭩き直しなど大変な手間がかかっ 

ている。にもᣊわらず、㧗校から出される合᱁ 

通知᭩については「㹈㹇㹑Ỉ‽で表グ」の᩿り 

᭩きだけで༳Ꮠされている。中学校からの出願 

についても、␗Ꮠ体についてまで「ఫẸ⚊どお 

り」を求めるのはやめていただきたい。 

  ・౫然として、共通㑅ᢤと特Ⰽ㑅ᢤの合ྰライン 

➼が分かりづらい。 

・一次・㏣ධヨから合᱁発表までの期間が長い。 

  ・受㦂生からの、自分は共通㑅ᢤなのか特Ⰽ㑅ᢤ 

なのか、とのၥい合わせがあった㝿に中学校は  

᫂確に回⟅できないⅬ。 

㸦㸱㸧඲⯡にࡘい �࡚

 HE出願導ධの要ᮃ㸦受㦂ᩱの㟁子Ỵ῭➼㸧:ۑ  

＜主な回⟅＞ 

・�0��年�月実施のධヨから:HE出願による出願 

を導ධする方向になったようであるが、生ᚐにと 

っても、中学校ཬび㧗校にとっても、新たな㈇ᢸ 

にならないようなシステムの導ධをᕼᮃする。 

  ・:HE出願➼、ಖㆤ⪅、本人の責௵での出願形ᘧを 

᥇⏝する時期に来ている。 

  ・බ❧㧗校もオンラインによる出願ができるように 

なるとຓかる。また、཰ධド⣬についても一ᣓで   

㉎ධすると、手ᩘᩱが᥃かる場合があり、対応に 

ⱞ៖した。もうᑡし、中学校を通して対応するこ 

とをῶらせればと思う。 

  ・ධ学願᭩の:HE出願化を強くᕼᮃする。中学校は 

受㦂生にㄪᰝ᭩をΏすのみ㸦出願は各ᐙᗞの責௵ 

において行う㸧という進㊰事ົに一้も早くすべ  

きである。出願⪅一ぴ表なども不要である。ධヨ  

を受ける生ᚐ㸦ಖㆤ⪅㸧とධヨを行う㧗校ഃのや 

り取りのၥ題である。また、受㦂ᩱも᣺り㎸み➼ 

にすべき。いつまで཰ධド⣬を౑うのか。 

  ・:HE出願についての᳨ウを行うとの報㐨があるが    

「願᭩」のᥦ出については、報㐨では、「中学校が    

確認する」ともㄞめる᭩き方がされていたが、中     

学校の㈇ᢸにならないような制度タィを行ってい 

ただきたい。㸦同様多ᩘ㸧 

 共通㑅ᢤ・特Ⰽ㑅ᢤに関してۑ

＜主な回⟅＞ 

・㑅ᢤᇶ‽が発表されているが、実㉁どのようにỴ 

めたのか不㏱᫂である。せめて開♧のときに、共 

通㑅ᢤ・特Ⰽ㑅ᢤどちらで合᱁したのか、知らせ 

ることはできないだろうか。 

  ・共通㑅ᢤと特Ⰽ㑅ᢤのどちらで合᱁したのかが分 

からない。事後でもいいので、今後の進㊰指導に  

生かせる情報があればいいと思う。 

 その௚ۑ

＜主な回⟅＞ 

・「㧗➼学校ධ学⪅㑅ᢤ方㔪」に「බ❧㧗校を受㦂 

し、合᱁したものは当ヱ合᱁校に進学しなければ 

ならない」というᩥ言をධれていただきたい。౯ 

್ほが多様化し、個による㑅ᢥが重要どされてい 

る。බ❧㧗校合᱁後に、「やはり⚾❧㧗校で部活 

動やຮ強をしたい」というッえが㸮㸦ࢮロ㸧であ 

るとは言い切れない。中学校現場でのබ❧㧗校進 

㊰指導において、その᰿ᣐとなるᩥ言があると㠀 

ᖖにスムーࢬに進㊰指導が行いやすい。制度的に 

加➹が不可であれば、どのような方㔪でබ❧㧗校 

の進㊰指導を行えばよいかを代わりにグ㍕してい 

ただきたい。ᩥ言がないことでそのゎ㔘が一人歩 

きになってしまうのではないかと༴᝹する。 

  ・ㄪᰝ᭩ホ定が㧗ければ良いにこしたことはないの 

で、ホ౯のパーࢭンテーࢪが出されていた᫇とẚ 

べると、各校、ホ定の௜け方が⏑くなっていると 

思う。学校、教科ᢸ௵によって、かなりᕪがある 

のも事実で、今は、ಖㆤ⪅がいろいろと情報஺᥮ 

をして、「うちの学校はホ定がཝしい。」とか 

 などと、今まで「。先生の௜け方はཝしいۑۑ」

໅めていた学校で言われたことがある。心の中で 
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は、「いや、うちの௜け方は⏑い方ですよ。ۑۑ 

先生の௜け方はጇ当ですよ。」と思うこともあっ 

たが、今のホ定の制度について୎ᑀにㄝ᫂をして 

⣡得をしてもらった。いろいろな学校のホ定をぢ 

るにつけ、様々で、結ᒁはཝしめよりも⏑めに௜ 

けた方が、生ᚐにとってはプラスになり、」㞧な 

Ẽ持ちになることがある。 

  ・受㦂⚊➼の㏉㏦⏝切手が中学校‽ഛだと、ᩱ㔠不 

㊊が発生してしまうことがある。 

  ・定員๭れしている㧗校や学科で、定員㏆くまで合 

᱁⪅を出していただいた༳㇟を受けたが、これが 

本来のጼであると思うので、今後も継続して࡯し 

い。 

  ・᫖年度のような出願の日⛬を予定しているのであ 

れば、第一次ເ集の最⤊日の受௜を11�00までで 

はなく、⤊日にしていただければありがたい。 

 

 

�

㸦㸯㸧ⰋかࡓࡗⅬ�

 ╔HE出願の定:ۑ  

＜主な回⟅＞ 

  ・:HE 出願が定╔し、制度もᩚ⌮されてきたと思 

う。 

・:HE での願᭩受௜のため、中学校の㈇ᢸは㍍ῶさ 

れている。また、ධ力ミスの㝿にも各校で୎ᑀに 

対応していただき感謝している。 

  ・:HE 出願が定╔し、中学校の進㊰事ົの業ົ改ၿ 

にᙺ❧っている。また、ಖㆤ⪅による:HE出願手 

続きのࢺラࣈルがῶってきているのもありがた 

い。㸦同様多ᩘ㸧 

 ⣽やかなධヨ制度ۑ

＜主な回⟅＞ 

・ዡ学生推⸀➼、ಖㆤ⪅の㔠㖹の㈇ᢸ㍍ῶにດめて 

いる㧗校が多いと思う。また、㸿、㹀同一校受㦂 

の㝿、ㄪᰝ᭩1ᯛのみでいいなど、不要な事ົ手 

続き㍍ῶにດめてもらっていると思う。 

  ・ⅆ᭙日・ᮌ᭙日のࢭッࢺは、これからもお願いし 

たいと思う。ㄝ᫂がุりやすくなってきたのか、 

ධヨ手続きのಖㆤ⪅からのၥい合わせがῶった。 

  ・スライࢻ合᱁制、㸯度の受㦂ᩱ⣡௜で」ᩘ回受㦂 

可。 

 

  ・㓄៖申ㄳをどの学校もᛌく受けධれてくれ、適切 

に対応していただいた。 

㸦㸰㸧ⱞ៖しࡓⅬ 

 ධヨ制度の」㞧化にకう対応ۑ  

＜主な回⟅＞ 

  ・各㧗校の出願方法㸦学校の対応方法㸧が␗なるた 

め、ಖㆤ⪅に対するㄝ᫂➼でⱞ៖した。また、す  

べての㧗校がಖㆤ⪅による出願にしていただきた 

い。 

  ・⚾❧㧗校によって受㦂区分・名⛠㸦単願自ᕫ推⸀、 

   බ❧ే願、ዡ学生、⚾❧第一など㸧が␗なるため 

   に、受㦂生やそのಖㆤ⪅が⌮ゎしにくく、ΰ஘を 

ᣍく。 

  ・推⸀ධヨでබ❧ే願を認めている学校がቑえてき 

ているため、推⸀受㦂の生ᚐが大ᖜにቑえている 

現状である。よってその結果で㸿、㹀୧日⛬に対 

する出願を෌度行ったり、出願を取りᾘしたり、 

事ົฎ⌮がቑ加している。 

  ・校長推⸀では、多くの生ᚐを合᱁させていただい 

ていてありがたいが、制度が分かりにくいので⚾   

❧推⸀ධヨ日一本で良いのではないかと思った。 

  ・コースの変᭦が年々行われることや「බ❧ే願」 

「⚾❧の第一」など受㦂方ᘧが各校で㐪うことか 

らできるだけ方ᘧや名⛠を⤫一して࡯しい。 

  ・㧗校ごとに推⸀ධヨの名⛠やᥦ出᭩類が㐪うた 

め、㸦校長推⸀が必要かྰか➼㸧わかりにくいと 

ころがあった。 

  ・受㦂要㡯➼にᥖ㍕されている、බ❧ే願や⚾❧第 

一という受㦂種類の表グは、ಖㆤ⪅に分かりにく 

いこともあるようだ。中学校でもㄝ᫂をしている 

が、要㡯➼へのᥖ㍕に当たって、ಖㆤ⪅が⌮ゎし 

やすいようにグ㍕していただくことをᮃむ。㸦同 

様多ᩘ㸧 

 その௚ۑ  

  ＜主な回⟅＞ 

  ・部活動推⸀については、㧗校ഃで㢳ၥにしっかり 

と࿘知して࡯しい。຾手にಖㆤ⪅にヰをしている 

㢳ၥがいまだにいる。 

  ・ಖㆤ⪅のධ力ミスによる受㦂手続のやり直しの対 

   応。 

  ・受㦂当日のḞᖍや、受㦂㎡㏥の手続きを⤫一して 

 しい。ᒆけ出⏝⣬が必要な学校と㟁ヰ連絡だけ࡯

で῭む学校がある。 

 

問：私立高校の入試制度で良かった点や苦慮された点を

お聞かせください。 
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  ・:HE出願の中でಖㆤ⪅しか確認できない⏬面があ 

り、支援がしづらかった。 

・㔝⌫部のධ部ᕼᮃ⪅について、እ部シニ࢔と㧗校 

ഃで⿬で㸦中学校を通さず㸧ᡴ合せがあったのが 

ゎせなかった。㸦校長推⸀をもらえればධ学させ 

るといったㄯ合的なものがあったようだ㸧 

  ・ẖ年、不登校生ᚐのホ定で㏞う。不登校生ᚐは、 

⚾❧にお世ヰになることが多いが、結ᒁは「ホ定 

できませࢇでした」にしておいた方が良いのか

「1」を௜けてあげた方が良いのか、これは㧗校

によって㐪うと⪃えていいのか。中学校に㧗校ഃ

がパンࣞࣇッࢺを持ってㄝ᫂に来た時に、できる

だけ⪺くようにしているが、そのヰでは、ある⚾

❧㧗校は、「1」を1Ⅼとしてィ⟬すると言って

いたので、௜けた࡯うがいいとุ᩿した。でも、

௚の㧗校には「௜けなくて大୔夫」と言われた。

また、新௵校長研修では、生ᚐの人生を⪃えて、

できるだけ「1」を௜けないようにと言われた。

ẖ年、いろいろな学校で議ㄽし、最後は校長がุ

᩿しているようだが、⚾❧㧗校ഃにはっきり言っ

てもらった࡯うが、生ᚐの不฼┈にならないよう

にできるのだが。現場の教員は、できるだけ㡹ᙇ

ってᮦᩱを集め、「1」か「�」を௜けようとして

いるところが多いかと思うのだが。 

㸦㸱㸧඲⯡にࡘい  ࡚

  ・࣓シウスやミライコンパス、⊂自のシステムなど  

は౽฼ではあるが、どれか1社に⤠ってもらえる 

と、ධヨ事ົがよりຠ⋡的になると思う。 

  ・学校ごとに␗なる部分もあるのは௙方ないが、㏣  

ヨ申ㄳなどは共通化して࡯しい。コース・科のス 

ライࢻがあったときは、⦡りがとれる、とれない  

など᫂確に᫂グして࡯しい。 

  ・1月の推⸀ධヨが௚受㦂可能なものがあると、推 

⸀制度が一⯡受㦂と変わらない意࿡合いとなって 

しまう。 

  ・各ᐙᗞが願᭩を出した後に、㧗校ഃから中学校を 

通してᐙᗞに連絡を㢗まれることがあるが、ᇶ本 

的には㧗校ഃが各ᐙᗞに直接連絡していただきた 

い。 

  ・「බ❧ే願」がスライࢻ合᱁となった場合にも適 

⏝されるとする学校がありました。この制度はึ 

めて受㦂する生ᚐ・ಖㆤ⪅にとっては認識しづら 

く、「スライࢻ合᱁をᕼᮃしない」を㑅ᢥしなか 

ったために、௚の⚾❧を受けられず、結ᒁ受㦂す  

るබ❧㧗校を確実に合᱁できるところに変᭦し、  

本来の第一ᚿᮃのබ❧に挑ᡓできなかったという 

 。ースがありましたࢣ

  ・特待生推⸀➼に係る生ᚐの່ㄏについて、部活動 

単位で㸦特定の部のࡰ࡯全員㸧に່ㄏをしに来た 

㧗校があった。ヱ当生ᚐ個人が対㇟であるべきも 

のと思う。 

  ・特待生推⸀➼に係る生ᚐの່ㄏ時期について、ゎ 

⚗時期は定められているが、⤊஢時期が㧗校によ 

って␗なることから、同一生ᚐに対して」ᩘの㧗 

校からのㄏいがいつまであるのか分かりかねる状 

ἣがあり、生ᚐ本人ཬびಖㆤ⪅➼にとって受㦂校 

Ỵ定に当たりᙳ㡪が出てくることがᠱ念される。 

່ㄏ⤊஢日を定めてもらえるとありがたい。 

  ・ධヨ制度ㄝ᫂のための個別のゼၥは㐲៖して࡯し 

い。 

 

㸱� ឤᰁ⑕㸦ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࢖࣭ࢼࣟࢥ㸧ᑐᛂ㓄៖஦㡯に�

いࡘ  ࡚

 

 

 

 㸧୧日ともに受㦂できなかった生ᚐがいた㸸㸯校࢔

イ㸧஧次ເ集㸦���1㸧を受㦂した生ᚐがいた場合 

   ・出願時に「㓄៖申ㄳ᭩」をᥦ出した㸸㸮 

   ・「㓄៖申ㄳ᭩」をᥦ出していない㸸㸯校 

 

㸦㸯㸧ධヨࡢឤᰁ⑕ᑐ⟇࡛ⱞ៖しࡓⅬ�

＜主な回⟅＞ 

・බ❧一次をコロナでḞᖍした生ᚐが、㏣ヨまでに  

回᚟したように思えなかったが、受㦂せࡊるを得 

なかった。 

・感染した場合にഛえ、学校・ಖㆤ⪅・生ᚐの動き 

について、いくつかの想定をもとに㹏㸤㸿をసっ 

たこと。 

・学校ごとに対応が㐪っていたので、学校もಖㆤ 

⪅、本人も不Ᏻをᢪえることがᑡなくなかった。 

また、申ㄳ᭩のᥦ出についても㟁ヰで確認した対 

応とᥦ出に㧗校にゼၥした時にされたㄝ᫂とが␗ 

なるࢣースがあった。 

・日⛬的に受けられるか、受けられないか、ᚤጁな 

状ἣだったが、結果的には㏣ヨ㦂を受㦂すること 

ができた。発症日をいつと確定するのかなど、ᐙ  

ᗞとの連絡が大変だった。 

 

問：፭Ꭼ � 年度Ơಲ౮された公立高校入試（一次募集

���、ྩ試ଫ���）Ơƙいƛ 
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・බ❧㧗校ධヨ๓にコロナ感染⪅がᛴቑし、学年㛢 

㙐を行った。一次ເ集が受㦂できず、㏣ヨ㦂に回 

った生ᚐもいたが、㈇ᢸが大きかった。 

㸦㸰㸧ධヨࡢឤᰁ⑕ࡢ࡬㓄៖にࡘい࡚ࡢពぢ�

＜主な回⟅＞ 

・㏣ヨについて、「どのような場合に㏣ヨ対㇟にな 

るのか」、「その手続きや必要᭩類はあるのか」 

などල体的に♧してもらえるとຓかる。 

  ・今後も感染症関連➼で当日のヨ㦂を受けられなか  

った生ᚐへのᩆ῭ᥐ⨨を継続して࡯しい。 

・㏣ヨまでの期間をもうᑡし✵けたタ定にして࡯し 

い。㸦ධヨ๓日にインࣇル࢚ンࢨ➼に⨯ᝈした場 

合、㏣ヨでの受㦂が難しいため。㸧 

  ・බ❧㧗校のධヨ日⛬で、コロナ感染症にかかって  

しまった時、ࢱイミングによっては୧日受㦂でき  

ないのではないかと思った。 

・場面⥸㯲の生ᚐに対して、⚾❧㧗校もබ❧㧗校も 

特ẁの㓄៖をして㡬き、とてもありがたく思っ 

た。↓事受㦂ができ合᱁できたことに感謝してい  

る。 

 

㸲� 㧗ᰯ㐃⤡఍にࡘい࡚�

  

 

 

 ＜主な回⟅＞ 

  ・㧗校ഃには特性をᢪえた生ᚐや不登校生ᚐについ 

て㝶分と㓄៖していただきました。࢙ࢪンࢲーを 

ᢪえた生ᚐに対するධ学後の㓄៖についてごㄝ᫂ 

いただくと㠀ᖖにຓかると感じました。 

  ・「බ❧㧗校に受かったら必ずබ❧にධる」ことに  

ついて、申し合わせࣞ࣋ルではಖㆤ⪅の⣡得が得 

られない。᫂ᩥ化するか、᫂ᩥ化できないのであ 

れば、බ❧を㎡㏥して௚の進㊰に進むことを認め   

るべき。定員๭れして⛯㔠が↓㥏になるとか、本 

来ධれるはずの受㦂⪅がධれないとかは、一ᐙᗞ 

が⪃えるべきၥ題ではなく、制度全体として⪃え 

るべき。ẖ年のように⣡得しないಖㆤ⪅がいて、 

対応にⱞ៖している。 

  ・特Ⰽ㑅ᢤを≺って受㦂するのは難しいと⪃えてい 

るので、特Ⰽ㑅ᢤを↓くして、その分のᯟを共通 

㑅ᢤにቑやして࡯しい。その方がはっきりして分 

かりやすい。 

  ・බ❧の:HE出願。ಖㆤ⪅に伝える連絡はవ⿱を持 

って出して࡯しい。 

  ・㏆年の制度はヲしくありませࢇが、以๓⚾❧㧗校 

の出願࢛ࣇームが㐪ったためにฎ⌮が大変だった 

グ᠈があります。そのⅬを協議するవ地があれば 

ご᳨ウいただければᖾいです。 

  ・ධ学⪅㑅ᢤ要㡯୪びに事ົㄝ᫂資ᩱでᥖ㍕されて 

いる内容と㧗校ഃの対応が␗なることがあった。 

㸦出願᭩類の㏦௜・受取について要㡯のように対 

応しているが、㧗校ഃから㈞௜されている切手ᩱ 

㔠の不㊊を指᦬されている。切手ᩱ㔠の不㊊は㧗 

校ഃから受㦂生への㓄ᕸ≀をධれた㝿に発生した 

ものである。㸧 

・受㦂⪅のホ定が出せない場合、ㄪᰝ᭩は✵ḍとな 

り、๪申᭩をῧ௜することになっていると思う 

が、㧗校ഃでは✵ḍの受㦂生が出た時に、ල体的 

にどのように㑅ᢤが行われているのかබ❧㧗校だ 

けでなく、⚾❧㧗校においても中学校ഃにㄝ᫂し 

ていただきたい。また、その対応が校長先生以እ 

にᾐ㏱していないように感じることがあるので、  

㧗校ഃでᚭᗏしていただきたい。 

・බ❧㧗校⚾❧㧗校とも願᭩や受㦂⚊のやり取りは 

各㧗校とಖㆤ⪅の間で行っていただきたい。ㄪᰝ   

᭩に関しては中学校より㧗校への㒑㏦での対応に  

より、それ以እのやり取りは各㧗校とಖㆤ⪅の間 

で༑分可能だと⪃えます。 

  ・多様で㨩力ある学校もቑえ、進㊰Ỵ定のඃ先㡰位 

が国❧Ѝබ❧Ѝ⚾❧とは㝈らなくなってきていま 

す。国❧が受かっても、⚾❧、බ❧の受㦂をして 

から⪃えたい生ᚐも出てきており、受㦂資᱁の表 

グ➼をぢ直していくべきではないかと思います。 

それぞれの学校でసっている「進㊰の手引き」 

を、共通のところは⤫一したものとし、学校⊂自 

のところを௜け㊊すようにできないものでしࡻう 

か。 

  ・これまで当たり๓に中学校がやってきた進㊰事ົ 

をぢ直す時期ではないか。出願の手続きなどすべ 

て生ᚐ、ಖㆤ⪅がやればよい。 

  ・受㦂上、㓄៖を要する生ᚐについて、⿵⫈ჾや྾ 

ධჾの持ち㎸みはこれまでも相ㄯさせていただい 

た。᫖年、㌟体のྑഃに㯞⑷があり、Ꮠの᭩けな 

い生ᚐが、当ึ⚾❧㧗校をᕼᮃしていた。そのよ 

うな生ᚐのヨ㦂のしかた㸦代➹など㸧は認められ 

るのか。また、ၥ題ᩥのㄞみ上げ機能௜きの機ჾ 

の౑⏝などは、どこまで認められるのか㸽ධヨの 

問：入試制度့Ơƙいƛ、高校ᎌጛवでᎭ༎Ơƌƛưƌ

いƈƝをお聞かせください。 
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බᖹ性と合⌮的㓄៖の折り合いは、今後課題にな 

っていくものと⪃えています。 

・┴❧特別支援学校の஧次ເ集に係る㭯㇂特別支援 

学校受㦂後不合᱁⪅の受㦂機会について、現在の 

不可から可へ課題ゎᾘできないものかと⪃えま 

す。仙台市ഃとしては継続᳨ウが必要な᱌௳だと 

思います。 

  ・ᐑᇛᗈ℩㧗校に代わる新しい学校のᴫ要につい 

て、現ẁ㝵で報㐨以上の情報があれば、お⪺きし 

たい。 

・බ❧㧗校と⚾❧㧗校で、ධヨに関わる全日⛬を共 

有し、受㦂生ᚐに不฼┈がないように、ㄪᩚをお  

願いしたい。 

  ・බ❧㧗校ධヨにおいて、ホ定が௜かなかった生ᚐ 

はどうᢅわれているか。 

  ・Ḟᖍ時のḞᖍᒆについて、㟁ヰや)AXで௬に受け 

௜け、その後㒑㏦を認めて࡯しい㸦༶ᗙに直接ᒆ 

けにいくことは」ᩘḞᖍ⪅が出た場合対応が難し 

い㸧 

  ・බ❧㧗校ධヨの:HE出願の導ධ、⚾❧㧗校ධヨの 

:HE出願ࢧイࢺの一本化 

  ・Ḟᖍの多い生ᚐ㸦不登校生ᚐ㸧のᢅいはどのよう 

   になっているのか。 

・ホ定ḍの✵ḍはどのように㓄៖されるのか。 

・1、�年次などで✵ḍがあった場合、自ᕫ推⸀受    

㦂は可能か。 

  ・බ❧の出願も将来的に:HEになるという報㐨があ 

ります。東ி➼の事例や⚾❧の出願を᳨ドしなが 

ら、新たな㈇ᢸのない出願になって࡯しいです。 

  ・බ❧㧗校のオープンスクールについて定員オーࣂ 

ーのため、ཧ加できない生ᚐが多くいました。日 

ᩘをቑやしたり、申㎸み方法を改ၿしたりしてい  

ただけますとありがたいです。 

  ・ㄪᰝ᭩で本当に必要な情報はどこなのか知りた 

い。 

  ・:HE出願の‽ഛとしてᑦ⤍と⪷和は:HEධ力⿵ຓ  

   シーࢺがあり、ධ力๓の下᭩きができたのが౽฼ 

であった。௚の⚾❧㧗校でも同様のシーࢺがある 

とຓかります。⚾❧出願᭩類や手続きについて、 

学校ẖの要㡯からㄞみ取って‽ഛしているが、出  

願᭩類・手続き一ぴ表みたいなものをస成しても 

らえると㠀ᖖにຓかります。 
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Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟఍にಀࡿㄪᰝ⤖ᯝ分ᯒ㸦௧࿴㸴ᖺ㸵᭶ᐇ᪋㸧  

教育課題部 

࠙Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟఍ࡢタ⨨ᙧែ➼にࡘい࡚ࠚ  

 

 

 

 

 

࠙Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟఍࡛ࡢ⇍㆟࣐࣮ࢸࡢにࡘい࡚ࠚ  

�� ⥅⥆ⓗ࣐࣮ࢸ࡞にࡘい࡚�

年度をまたいで継続的な⇍議をしている学校は、�� 校中 1� 校だった。ձ生ᚐの

成長に関することとして、目指す子どもീをල体的にテー࣐の中にᥖげている学校

がぢられた。「人のために積極的に行動できる生ᚐを育むために」㸦୐北田中㸧。

ղ地域との連携に関すること。ճ教育への取組に関することでは、⊂自のヨみにつ

いて共に⪃えようとするጼໃがぢられた。「てらこや㸦中学生がᑠ学生にຮ強や㐟

びを教える㸧の実施について」㸦ྜྷ成中㸧。մ防災教育・Ᏻ全教育に関すること。 

�� ௧࿴㸴ᖺᗘࡢ୺࣐࣮ࢸ࡞にࡘい࡚�

�� 校すべてが、⇍議の予定があると回⟅した。ձ学校運営に関することでは、「協

働型学校ホ౯の重Ⅼ目ᶆ」や「教職員の働き方改革」など、多ᒱにわたっていた。 

ղ生ᚐの育成に関することでは、「ኻᩋをおそれずチࣕࣞンࢪする子どもを育成す

る取組」「自らかかわり、ともによりよく生きようとするඣ❺生ᚐ」など、やはり

育てたい生ᚐീに対する⇕いẼ持ちが感じられるテー࣐が多かった。ճ地域連携に

関することでは、地域とともに「主体性を育てる」や「࣎ランティ࢔活動」「生ᚐ

を巻き㎸む」などの࢟ー࣡ーࢻが多くぢられた。防災に関わるテー࣐もあった。 

 

࠙Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟఍ࡀᐇ⌧しࡓάື࣭ྲྀ⤌にࡘい࡚ࠚ  

 学校運営協議会を通じて多くの学校が地域と連携した特Ⰽある活動を展開している。 

�� ᆅᇦ㜵⅏࣭Ύᤲάື  

 ⏫内会や防災ᅋ体と協力し、㑊難訓⦎や地域防災訓⦎へのཧ加をಁ進㸦㭯㇂中、

ឡ᏾中、Ἀ㔝中など㸧。また、地域のΎᤲ活動ではබᅬやἙᕝ、通学㊰のΎᤲ㸦す

多㈡中、஬ᇛ中、将┘中など㸧。 

�� ᆅᇦ⾜஦ࡢ࡬ཧຍ  

 夏⚍りや地域のイ࣋ンࢺにおいて、生ᚐたちが࣎ランティ࢔として積極的にཧ加

し、地域との஺流を深めた㸦ᐩἑ中、⿄ཎ中、ⱱᗞ台中など㸧。「どࢇとローࢻ㞛

㋀り」など伝⤫行事へのཧ加㸦第一中㸧。 

�� ᩥ໬࣭஺ὶ஦ᴗ�

 ᑠ中学校が連携したあいさつ運動や、伝⤫行事「㮵㋀・๢⯙」をྵむ地域伝ᢎま

ی  運営ጤ員に「37A関係⪅」 

が㑅出されている協議会が 

�5㸣以上、続いて「⏫内関

係⪅」が㧗かった。 

ی  運営主体は「学校主体」が

85�7�、「協議会ጤ員主体」

は10�0㸣だった。 
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つり㸦᰿ⓑ▼中、向㝧台中、将┘中㸧。また、⚟♴施タでの活動やこども㣗ᇽへの

ཧ加など、地域⚟♴を支援する取組㸦୐㒓中、ྜྷ成中㸧。 

�� ᕷẸ࣭࣮ࢱࣥࢭඣ❺㤋ࡀ୰ᚰとࡓࡗ࡞άື�

 市Ẹࢭンࢱー⚍りやඣ❺㤋のイ࣋ンࢺにཧ加し、生ᚐたちは地域の行事に࣎ラン

ティ࢔として貢献㸦第஧中、ᰗ生中、ᐩἑ中㸧。地域活性化のための防災ㅮᗙや職

場体㦂㸦第一中、ᗈ㝠中㸧。 

�� Ꮫᰯ支᥼ᆅᇦᮏ㒊ࡀ୰ᚰとࡓࡗ࡞άື�

 「ฏᥭげ࢙ࣇスࢱ」の開催や地域Ύᤲなど、学校支援地域本部のスーパーࣂイࢨ

ーが中心となったイ࣋ンࢺの実施㸦᰿ⓑ▼中、第஧中、将┘中㸧。 

�支᥼ࡢ఍ࡢࡌࡸ࠾37$࣭ ��

 防災ㅮ₇会や地域Ύᤲ活動の௻⏬運営を 37A が支援し、生ᚐたちと一⥴に地域活

動を展開㸦ᰗ生中、ᐩἑ中㸧。「おやじの会」が主催するⰞ↻会などのイ࣋ンࢺも

あり、地域のつながりを深める機会をᥦ౪㸦寺ᒸ中、ᰗ生中㸧。 

 

࠙ㄢ㢟と௒ᚋにྥࠚ࡚ࡅ  

 40 校以上の学校から回⟅がᐤせられ、多くの学校が課題をᢪえている様子がうかがえ

る。ᣲげられた課題は次のように要⣙される。 

�� 㐠Ⴀ୺యࡢၥ㢟�

 多くの学校で、学校運営協議会の事ົస業が学校ഃに౫Ꮡしており、特に教頭や

地域連携ᢸ当教ㅍの㈇ᢸが大きいことが課題㸦第一中、上ᮡ山中、஬ᇛ中㸧。働き

方改革により、地域の要ᮃとㄪᩚが難しい㸦୕᮲中、༡ᑠἨ中㸧。 

�� ஦ົᒁࡢᙺ๭�

 学校が事ົᒁのᙺ๭をᢸっているため、ጤ員会の運営が学校主体となりがちであ

り、地域ጤ員主体への移行が進みにくいというၥ題がある㸦஬ᶫ中、୐㒓中㸧。こ

のため、ጤ員会の運営をもっとጤ員主体にしていくための工夫が必要㸦ឡ᏾中、ඵ

㌺中㸧。 

�� ୡ௦஺௦と⥅⥆ᛶ�

 ጤ員の௵期が年度㏵中で切れることや、࣓ンࣂー஺代による活動の೵⁫が課題

㸦東仙台中、東⳹中㸧。⇍議を通じたヰし合いは活発だが、それをල体的な活動に

結びつけることが難しいとの指᦬もある㸦生出中、長⏫中㸧。 

�� ලయⓗ࡞άືࡢᐃ╔�

 学校運営協議会としてのල体的な活動が定╔するまでには時間がかかり、会員の

主体的な運営を目指しているものの、現在は学校⟶⌮職が主導しているࢣースが多

い㸦北仙台中、ඵᮌ山中㸧。 

�� ᪂しいྲྀࡾ⤌みࡢ࡬ヨ⾜㘒ㄗ�

 生ᚐ代表のཧ加や地域連携の工夫など、新しい取組をヨみているが、ຠ果的な運

営に向けたࣀウࣁウがまだ⵳積されていない㸦㧗◁中、㒆山中㸧。今後はコミュニ

ティ・スクールとしてのල体的な活動をさらに㌶㐨に乗せることが求められている

㸦༡ග台中、භ㒓中㸧。 
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令和㸴年度 仙台市中学校長会 㸷月研修会のグ㘓 

日時 令和㸴年㸷月㸰㸳日㸦Ỉ㸧㸯㸲㸸㸯㸳～ 

                     場ᡤ 仙台市教育ࢭンࢱー 大研修ᐊ 

 

୙Ⓩᰯࡢ⌧≧と୙Ⓩᰯ支᥼஦ᴗ�

 

ㅮᖌ 仙台市教育ᒁ学校教育部教育相ㄯ課  

 教育支援ࢭンࢱーᡤ長 㐲⸨ ᫴ Ặ  

 

㸯� ୙Ⓩᰯඣ❺⏕ᚐᩘࡢ᥎⛣�

 �1�全国の不登校ඣ❺生ᚐᩘの推移 

  ・ᖹ成 �4 年㡭から上᪼ഴ向、直㏆㸳年はコロナ⚝のᙳ㡪もあり、ᛴ⃭にቑ加している。 

  ・ᑠ学校は令和㸰年度にึめて出現⋡㸯㸣を㉸えた。中学校はᖹ成 �8 年度に出現⋡が㸱㸣を㉸ 

え、令和㸰年度以降はẖ年㸯㸣ずつቑ加している。 

 ���仙台市の不登校ඣ❺生ᚐᩘの推移 

 ・ᑠ学校の出現⋡は令和㸳年度に㸰㸣を㉸したが全体ഴ向としては全国と同じഴ向。中学校の出 

現⋡は令和㸰年度が新型コロナウイルスのᙳ㡪でῶᑡし 4�7㸣、令和㸱年度㸴㸣、令和㸲年度 

㸵㸣、令和㸳年度は速報್で㸶㸣と、全国よりも㸯㸣㧗い状ἣ。 

 ・仙台市では令和㸲年度 �500 人、令和㸳年度 �000 人の不登校ඣ❺生ᚐ㸦�0 日以上のḞᖍ㸧が 

  おり、ẖ年⣙ 500 人ずつቑ加している。 

���仙台市の学年別不登校ඣ❺生ᚐᩘの推移 

 ・ᖹ成 �� 年度不登校ඣ❺生ᚐᩘについてᑠ㸴は �� 名、中㸯は ��0 名で、中㸯ࣕࢠップが㢧ⴭ 

に現れている。令和㸲年度ではᑠ㸴は �45 名、中㸯は 507 名となっており、ᑠ学校の不登校ඣ 

❺がቑえてきているのが最㏆のഴ向である。 

 

㸰� ᅜࡢ᪋⟇࣭௝ྎᕷࡢ᪋⟇�

 �1� 不登校支援に関する国の動き 

   ᖹ成 �8 年 教育機会確ಖ法 

   令和ඖ年  不登校ඣ❺生ᚐへの支援の在り方㸦ᩥ科┬通知㸧 

   令和㸳年  ㄡ一人取りṧされない学びのಖドに向けた不登校対策について㸦&2&2/2 プラン㸧 

 ��� 不登校支援に関する仙台市の動き 

   ᖹ成 �� 年～�1 年 不登校対策᳨ウጤ員会 

   ᖹ成 �1 年 � 月   不登校対策᳨ウጤ員会報࿌᭩ 

             Ѝ不登校支援 &R 全校㓄⨨、ステーションの新タ 

   令和㸳年～㸴年  不登校対策᳨ウጤ員会 

   令和㸴年㸱月   不登校対策᳨ウጤ員会報࿌᭩ 

             Ѝඣ❺生ᚐの社会的自❧へ向けての支援へ、「適応指導ࢭンࢱー」から 

「教育支援ࢭンࢱー」への名⛠変᭦。教育支援ࢭンࢱーを不登校支援 

のᣐⅬに㸦オンライン学⩦や࣓ࣂࢱースも㸧 

 

㸱� ୙Ⓩᰯඣ❺⏕ᚐቑຍࡢせᅉ�

  新₲大学 上ᮧᰤ一教ᤵのㄝより 

   ・社会が「登校しづらさ」を認めるようになったこと 

   ・不登校という㑅ᢥ⫥もあること、不登校を㑅ᢥする子が日本中でቑえていること 

   ・不登校を㑅ᢥしても「ࡦどい目に㐼う」ということはないこと 

   ・「学校に行きたくない」と言えば㏫にඃしく接してもらえること 

 

㸲� ୙Ⓩᰯ支᥼஦ᴗ�

�1�不登校ඣ❺生ᚐ支援事業の㸱つのどⅬ 

  ձどⅬ㸯 ㄡ一人取りṧされない学校づくり 
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 教育機会確ಖ法の㊃᪨ཬびᇶ本方㔪の࿘知・ᾐ㏱㸦職員会議➼で職員に⌮ゎを㸧ࠐ   

    ・不登校というだけでၥ題とみなさない 

    ・学校᚟ᖐだけがࢦールではなく、社会的に自❧することを目指す 

    ・個々のඣ❺生ᚐの状ἣに応じた多様な学びの機会の確ಖを行う 

 㨩力ある学校づくり㸦新たな不登校を出さない㸧ࠐ   

    ・全てのඣ❺生ᚐがᴦしく、Ᏻ心して学校生活を㏦ることができる学⩦⎔ቃのᩚഛ 

     Ѝ自ᕫ⫯定感のపくなってしまったඣ❺生ᚐには学校はᏳ心して学べる場ᡤではない 

    ・校長のࣜーࢲーシップのもと、ᑓ㛛職を活⏝したチーム学校による組⧊的な取組 

    ・ඣ❺生ᚐの実ែに応じた形ែや指導方法の工夫など個々の学びをಖドするᤵ業づくり 

    ・いつでも㹑㹍㹑を発ಙできる㞺ᅖẼのある学⣭、学校づくり 

    ・㣴ㆤ教ㅍや㹑㹁➼を活⏝した心の೺ᗣಖ持に係る教育の実施 

 ーの取組ࢱンࢭ教育支援ࠐ   

    ・不登校ඣ❺生ᚐ➼支援研修  ・校内ࢣース会議ཬび࢔ࢣ会議へのゼၥ 

    ・不登校支援情報ㄅ、パンࣞࣇッࢺ➼による不登校支援に関する࿘知 

  ղどⅬ㸰 登校に不Ᏻのあるඣ❺生ᚐに関する支援ニーࢬの早期ᢕᥱ 

一人一人への個別対応のためには状ἣ、ニーࢬをᢕᥱする必要がある 

 の適切なᢕᥱࢬ学校生活に不Ᏻのあるඣ❺生ᚐの早期発ぢཬび支援ニーࠐ   

    ・スクࣜーニングཬびඣ❺生ᚐ⌮ゎ ・教育支援シーࢺ➼を活⏝したࢭ࢔ス࣓ンࢺの実施 

 学校内のᒃ場ᡤづくりࠐ   

    ・ඣ❺生ᚐの個々のニーࢬに応じた学⩦支援や相ㄯ支援 

    ・在⡠学⣭እ教ᐊ「ステーション」 ・別ᐊでの支援 

    ・ステーション・個別支援㸦学校ゼၥ相ㄯ員ὴ㐵㸧、相ㄯ❆ཱྀ、ಖㆤ⪅支援㸦ぶの会の開催㸧、 

஺通㈝⿵ຓ事業 

  ճどⅬ㸱 ඣ❺生ᚐの状ἣに応じた多様な教育機会の確ಖ 

 ースクール➼との連携ࣜࣇ・関係機関・Ẹ間施タࠐ   

 㹇㹁㹒を活⏝した学⩦支援㸦オンラインᤵ業㸧ࠐ   

 ーチ型支援㸦௬想✵間での支援㸧ࣜࢺウ࢔相ㄯにつながりにくいඣ❺生ᚐへのࠐ   

 ーの取組ࢱンࢭ教育支援ࠐ   

・教育支援事業㸦個別対応、ᑠ集ᅋ対応、ゼၥ対応㸧 

 ースクール➼Ẹ間施タ情報஺᥮会の実施ࣜࣇ・

・不登校支援ネッ࣡ࢺーク事業の実施㸦職場体㦂、学⩦支援➼㸧 

 㸧による体㦂活動・相ㄯ支援࢔ンティࢱ࣎ー㸦教職員ࢱー࣏ࢧルࣇࢺーࣁ・

 ろば、ぶの会➼での支援㸧ࡦの㣴成ཬび活⏝㸦ᮭの࢔ランティ࣎・    

    ・ඣ㐟のᮭ・ᮭのࡦろばでの &KURPHERRN 活⏝ 

    ・ゼၥ対応による相ㄯ支援 

���その௚ 

  ձ不登校ඣ❺生ᚐの学⩦ホ౯㸦学校እ施タと連携した学⩦状ἣのᢕᥱ㸧 

 ཰集した資ᩱ➼をᇶにホ౯・ホ定にດめることࠐ   

 ホ౯の方法を༑分ྫྷ࿡し、一ᚊのホ౯をしないことࠐ   

 本人の不฼┈にならないように㓄៖することࠐ   

   Ѝ8 月 �� 日௜ᩥ科┬通知㸦� 月 10 日௜け教育指導課から通知㸧では、学校እ施タに通⣭する 

ඣ❺生ᚐだけでなく、不登校ඣ❺生ᚐが自Ꮿで取り組ࢇだ内容を適切にホ౯するよう法令 

で定められた。 

   Ѝ登校できているඣ❺生ᚐとは別の方法でホ౯し、本人の不฼┈とならないようにすること 

  ղオンラインᤵ業実ド㸦ẖ㐌Ỉ᭙日㸧 

   ・ᮅの会を教育支援ࢭンࢱー相ㄯ員がᢸ当、ᤵ業を教育ࢭンࢱー指導主事がᢸ当 

   ・目的は、学ࡪことのᴦしさの感得㸦日ᖖのᤵ業ಖドではない㸧 

  ճ࣓ࣂࢱース事業 

   ・ㄡともつながっていないඣ❺生ᚐ 400 人以上�仙台市、令和 4 年度�と言われており、つなが 

   りを持てないと支援ができない。 

   ・10 月から実ド開ጞ。同じ✵間のඣ❺生ᚐ同士との会ヰや活動。人とのつながりを重ど。 
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令和㸴年度 仙台市中学校長会 㸵月研修会のグ㘓 

  日時 令和㸴年㸵月㸯㸰日㸦㔠㸧㸯㸲㸸㸯㸳～

場ᡤ 仙台市教育ࢭンࢱー 第㸯㸮・㸯㸯研修ᐊ 

�

⏕ᡂ㸿㹇に㛵ࡿࡍ◊ಟ�

� � � � � � � � � � 㹼⏕ᡂ㸿㹇ࡢ≉ᚩとṇしいά⏝᪉ἲにࡘい࡚㹼�

�

ㅮᖌ 仙台市教育ࢭンࢱー 主ᖿ   Ⳣཎ ᚭ Ặ 

             指導主事 బ⸨ 㝧 Ặ 

㸯� Ꮫᰯᩍ⫱にࡿࡅ࠾⏕ᡂ $, ά⏝ྥືࡢ�

仙台市ではඣ❺生ᚐに生成 AI を౑⏝させることは認めていない  

Ѝ指導⪅がᥦ♧する形で生成 AI をᤵ業に取りධれる実践がቑえてきている。 

㸦㸯㸧生成 AI を活⏝したᤵ業実践例㸦5� ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭᏛᰯ᝟ሗ໬◊✲ጤဨ఍࡛もྲྀ࡛ࢇ⤌ࡾいࡿ㸧 

ձ学⩦課題㸸「生成 AI で学校のᐟ題や課題をすることを認められるのだろうか」 

ղねらい 㸸生成 AI が出力した回⟅を⪃ᐹし、AI ࣜテラシー㸦AI をṇしく⌮ゎし、฼活⏝する

能力㸧を育成する。 

㸦㸰㸧௚┴の実践例 

・社会㸸「意ぢ஺᥮の場面で生成 AI もパーࢺナーの一人として意ぢを⪺いたり␲ၥをゎỴしたりする」 

・英語㸸「生ᚐが᭩いた英ᩥを生成 AI にῧ๐させる」 

・英語㸸「生成 AI にプログラミングを組み合わせ、ロ࣎ッࢺと生ᚐがディ࣋ーࢺする」 

・国語㸸「ࣜンク࣐ップを౑いながらグループでヰし合い、ၥ題ゎỴをする活動の中で生成 AI を活⏝する」 

 

㸰� ⏕ᡂ $, �ᇶ♏知㆑ࡢ

㸦㸯㸧 AI との㐪い 

ᴫ念のᗈさ  AI ＞ 機Ე学⩦ ＞ ディープランニング ＞ 生成 AI  

・AI  㸻人間の⬻がᬑẁ行っているさまࡊまな知的活動㸦認識・思⪃・ุ᩿・学⩦など㸧を 

コンࣆューࢱーでも同じように෌現しようとするᢏ⾡㸦例㸸おᤲ㝖ロ࣎ッࢺ㸧 

・生成 AI㸻ධ力された指♧にしたがってᩥ❶、⏬ീ、㡢ᴦ、動⏬などの新しいコンテンツを 

生成する AI ͤ人間のようにク࢚ࣜイティࣈな成果≀を生み出せる 

 ᚑ᮶ࡢ $,� ⏕ᡂ $,�

学⩦のどⅬ 情報のᩚ⌮・分類・᳨⣴ パࢱーンや関係性の学⩦ 

出力 予測や特定 創造 

目的 Ỵめられたࢱスクの自動化 新しいコンテンツの生成 

学⩦デーࢱ 構造化されたデーࢭࢱッࢺ

㸦教ᖌあり学⩦など㸧 

構造化されていないデーࢭࢱッࢺ 

㸦教ᖌなし学⩦など㸧 

㸦㸰㸧生成 AI の種類と年㱋制㝈 

�プࣜ名 &KDW*37࢔ &RSLORW� *HPLQL�

ᥦ౪主体 2SHQAI 0LFURVRIW GRRJOH 

฼⏝規⣙上の 

年㱋制㝈 

1� ṓ以上㸦18 ṓᮍ

‶はಖㆤ⪅同意㸧 

成年 

㸦ᮍ成年はಖㆤ⪅同意㸧 

18 ṓ以上 

฼⏝ᩱ G374 以降月 �0 ルࢻ ↓ᩱ ↓ᩱ 

‽ᣐ法 ⡿国カ࢛ࣜࣇルニ࢔法 日本法 ⡿国カ࢛ࣜࣇルニ࢔法
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 㸦㸱㸧生成 AI の特ᚩと༴㝤性 

ձ⛥にბをつく。㸦ࣁルシネーション㸧 

ཎᅉ㸸学⩦デーࢱのㄗり・ᩥ⬦を重どした回⟅・情報がྂい・情報の推測 

ղㄡでも⡆単に⏬ീを生成できる。 

ճ英語の指♧ᩥ㸦プロンプࢺ㸧の方がᥥ⏬⢭度が᱁ẁに㧗い。 

մ᭕᫕なㄝ᫂や表現をῶらし、ල体的かつヲ⣽に指♧することでᮃましい出力が得られる。 

㸦プロンプ࢚ ࢺンࢪニࣜ࢔ング㸧 

յ㡢ኌ生成 AI の場合、同じプロンプࢺでも生成される㡢ኌは␗なる。 

ն動⏬生成 AI を౑うことでテ࢟スࢺ指♧のみで実෗のような動⏬をస成することができる。 

շあるᫎീや⏬ീ、㡢ኌの一部を生成 AI によって加工し、現実にはᏑ在しないᫎീなどをస成す

ることができる。㸦ディープ࢙ࣇイク㸧 

 

㸱� ᩍဨᰯࡀෆ࡛⏕ᡂ $, を౑࠺とࢺࣥ࢖࣏ࡢࡁ、⟶⌮యไ�

㸦㸯㸧仙台市で౑⏝が認められている生成 AI 

・校ົ &RSLORW㸦コパイロッࢺ㸧0LFURVRIW  WVۑۑۑ#P�VHQGDL�F�HG�MS 

・ᤵ業 GHPLQL㸦࢙ࢪミニ㸧GRRJOH      WVۑۑۑ#J�VHQGDL�F�HG�MS 

 

㸦㸰㸧仙台市の学校教育における生成 AI ฼活⏝のẁ㝵 

 ⏝㸯 主として校ົや研修での฼活ࢬー࢙ࣇ

 ⏝㸰 校ົ・学⩦཮方での฼活ࢬー࢙ࣇ

 ⏝㸱 校ົ・学⩦཮方での日ᖖ的฼活ࢬー࢙ࣇ

฼ά⏝ࡢ౛  ・ᩥ᭩స成の時間の▷⦰、▷時間での࢔イディ࢔の創出など 

       ・ᑓ㛛⏝語などの⌮ゎ度に合わせたㄝ᫂、会議㘓の要⣙など 

       ・学⩦教ᮦやㄝ᫂資ᩱ、テスࢺၥ題の⣲᱌స成など 

       ・日本語でస成したᩥ❶の多言語化、英సᩥのチ࢙ックなど 

 

 㸦㸱㸧生成 AI ฼活⏝のὀ意Ⅼとその対応 

ձ要機密情報㸦個人情報をྵむ㸧をධ力、流出しないようにὀ意 

ЍAI ࣜテラシーのᚭᗏ 

ղⴭసᶒを౵害しないようにὀ意 

 ЍAI ࣜテラシーのᚭᗏ 

・AI 開発・学⩦ẁ㝵㸸ⴭసᶒ⪅のチㅙなく行うことが可能㸦ࢻラえもۑࢇ㸧 

・生成・฼⏝ẁ㝵㸸人が AI を฼⏝せず⤮をᥥいた➼の場合と同様にุ᩿㸦ࢻラえもࢇ�㸧 

ճㄗ情報ഇ情報や情報の೫り㸦ࣂイ࢔ス㸧にὀ意 

Ѝṇ確性➼が確認できない場合は対እ的な資ᩱに฼⏝しない。 

մ฼⏝規⣙やルールにὀ意 

Ѝ年㱋制㝈やಖㆤ⪅の同意などを確認する。 

յ思⪃力やุ᩿力のప下にὀ意 

Ѝ本来㌟に௜けるべき資㉁・能力を㜼害しないか༑分に 

᳨ウする         
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令和㸴年度 仙台市中学校長会 㸶月研修会のグ㘓 

日時 令和㸴年㸶月㸰㸵日㸦ⅆ㸧㸯㸲㸸㸯㸳～   

     場ᡤ 仙台市教育ࢭンࢱー 大研修ᐊ       

 
௝ྎᕷࡢ㒊άືᆅᇦ⛣⾜にࡘい࡚�

㹼㒊άືをྲྀࡾᕳࡃ≧ἣと௒ᚋ㹼�

�
ㅮᖌ 仙台市教育ᒁ総ົ௻⏬部೺ᗣ教育課     

 主ᖿ兼主௵指導主事 ኴ田 ༤ᩥ Ặ  

               

㸯� ᅜ᳨ࡢウࡢ⫼ᬒ�

 ಊրַ͗චགྷ׈Ͷ͕͜Ζ෨ߏָ  
  ʀ෨׈ಊͶͺηϛʖςɼܵढ़ͶৰΗΖؽճͶ͵ͮͪΕɼࣙकదʀकରద͵ࢂՅͶΓΖਫ਼ైΝ஦ৼ 

ͳͪ͢޹Ή͢͏ਕؔؖܐΝߑ஛ͪ͢ΕͤΖқ͍ٝ͗Ζɽ 
  ʀ͖͢͢ঙࢢԿ͗਒Ίɼॊ઴͹Γ͑͵ָߏୱҒͲ͹ӣӨͺࠖೋͶ͵ͮͱ͘ͱ͕Εɼଚକ͗ࠖೋ͵ 

৖߻΍͍ΖɽΉͪ઒໵੓ΏқࢧͶؖΚΔͥޒ໲ΝແΌΖࢨ಍ର੏͹ܩକͺɼָߏ͹ಉ͘๏րַ 
͹఼͖Δೋ͢͏ɽ 

  ʀͪ͗ͮ͢ͱɼh ΍ͪͬΝஏҮͲүͱΖʱhʹࢢ ର֪ࠫݩΝດΌΖʱͳ͏͑ࢻ఼ͲɼஏҮ͹ਕదʀ 
෼దݱࣁΝ࠹୉׈ݸ༽ͤΖ͞ͳͲɼਫ਼ై͹ωʖθͶԢͣͪଡ༹͵׈ಊΝࣰ͢ݳͱ͏͚͞ͳΝ໪ 
 ɽͤࢨ

 
㸰� ᅜ࣭┴ࡢ᪉ྥᛶ�

 ͹੖ඍΝਦΖɽڧೖ͹ஏҮ؂ٵͶɼغΕ૥ݸ͵੓ ஏҮ౵͹ࣰ৚ͶԢͣͱɼՆ೵޴͹๏ࠅ ���  
ʤྫ࿪̒೧ �� ݆ηϛʖςுʀชԿுʲָߏ෨׈ಊٶ;৿ͪ͵ஏҮέϧϔ׈ಊ౵͹ࡑΕ๏ ʥr 

           ˢ͞ΗΝࣰͤݳΖͪΌͶɼh ஏҮ࿊ܠʱh ஏҮҢߨʱ͹घஊ͍͗Ζɽ 
 

ᆅᇦ㐃ᦠ� � ᆅᇦ⛣⾜�ᆅᇦࣈࣛࢡάື��

�ࡅ࡙⨨ү ఩گߏָ  үگү ऀճگߏָ
ஏҮΏ຿ؔ͹ࢨ಍ं 
�෨׈ಊࢨ಍ҽɼ֐෨ࢨ಍ं౵؜΋� 

ᣦᑟ⪅� ஏҮΏ຿ؔ͹ࢨ಍ं 
�ˠگҽͺۂ݋಩ͲؖΚΗΖ� 

౲֚ߏਫ਼ై ཧຍ⪅� ౲֚ߏਫ਼ైɼۛྣ͹஦ָਫ਼ 
�෉ ⿵ൾڇࡃڠ֒ࡄ ֦ࣙՅ೘ฯݧΏָߏฯݧ 
ᡤᅾࡢ௵㈐ ߏָ ӣӨ஄ରΏָߏ 

 
 
  ੓޴͹๏ݟ ���             

ʀྫ࿪̒೧ౕ຦Ͷٸ৕ݟʀگݟҗͲʰָߏ෨׈ಊͳஏҮέϧϔ׈ಊ 
౵͹Ϊ΢χϧ΢ϱ୊̏൝ʱΝࡨఈɽ                   

               ʀྫ࿪̓೧ౕͺҢؔغߨɼಋ̔೧ౕҐ߳Νʰրַਬ਒ؔغʱͶɽ 
               ʀฑೖ͹ָߏ෨׈ಊͺɼٵೖ͹ஏҮҢߨ͹ఈ஥౵Ν΀Ή͓ɼࣰࢬ 
 
�
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㸱� ௝ྎᕷࡢ㒊άືをྲྀࡾᕳࡃ≧ἣ�

 ʤ�ʥઍୈ಼ࢤ͹ࡑݳ͹෨׈ಊوໝʤྫ࿪̔೧݆̓௒΄ʥ 
     ෨׈ಊࢂՅਫ਼ై਼  ������ ໌ʤϒʖέ࣎ʁฑ੔ �� ೧͖Δ༁ �����  ʥݰ໌
     ӣಊ෨ҽ਼     ������ ໌ʤϒʖέ࣎ʁฑ੔ �� ೧͖Δ༁ �����  ʥݰ໌
     ชԿ෨ҽ਼      ����� ໌ʤฑ੔ �� ೧Ґ߳ଁՅܑ޴ɼྫ࿪̑೧Ґ߳ԥͻ͏ʥ 
     ෨׈ಊՅ೘ི     �����ʤϒʖέ࣎ʁฑ੔ �� ೧͖Δ༁̖ݰ�ʥ 
     ෨׈ಊ਼ʀ෨׈ಊޒ໲਼  ����� ෨ʀ����� ໌ʤ෨׈ಊ਼ͺϒʖέ͹ฑ੔ �� ೧͖Δ �� ෨ݰʥ 

ˣՅ೘ིͺԾ͗ͮͱ͏Ζ͗෨਼׈ͺ͍ΉΕรԿ͢ͱ͏͵͏ 
ˠࢤ͹গཔਕ޳ਬܯͶΓΖͳɼޛࠕɼ̎ ʛ�� ͺྫ࿪޳ਕࡂ �� ೧ౕΉͲฑۋͲ༁ ����� ਕͥͯݰɽ 

 
 ʤ�ʥ෨׈ಊͶؖͤΖܨҤʤԾતͺʲஏҮҢߨʳͶؖͤΖखΕૌΊʥ 
    ʀฑ੔ �� ೧ౕ �� ੊ن͹෨׈ಊͶͪ͜޴ �� ͹఑Ҍʰ๮Ή͢͏෨׈ಊ͹ࡑΕ๏ʱࡠ੔ 
    ʀฑ੔ �� ೧ౕ ઍୈࢤ෨׈ಊݗ౾җҽճઅ஖ 
    ʀฑ੔ �� ೧ౕ ʰӣಊ෨׈ಊ͹๏ਓʱࡨఈˢ׈ಊ͹࣯͹޴৏΃ɼٵ཈ೖʀ׈ಊؔ࣎͹໎ى 
    ʀྫ࿪̐೧ౕ  ʰชԿ෨׈ಊ͹๏ਓʱࡨఈ 
    ʀྫ࿪̒೧ౕʛ ӣಊ෨͹ஏҮҢߨͶܐΖϠυϩۂࣆʤࠅҗ୙ۂࣆʥࣰࢬ 
    ʀྫ࿪̓೧ౕ ઍୈࡃܨࢤಋ༓ճͳʰ෨׈ಊ͹ஏҮҢٶߨ;ηϛʖς৾ڷ౵ͶܐΖ࿊ڢܠఈ 
           Νగ݃ 
    ʀྫ࿪̔೧ౕ ઍୈࢤ෨׈ಊஏҮҢ٠ڢ౾ݗߨճઅ஖ 
��಍ʀӀིՆʥࢨ಍ҽʤୱಢͲࢨಊ׈Ͳͺ෨ߏ஦಼ָࢤɼࡑݳ݆̓            ໌ɼ 

಍ं਼ࢨ෨֐ ���  ಊ஦׈͗໌
 
㸲� 㒊άືࠕᆅᇦ⛣⾜ࠖにྥࡓࡅᮇᚅとㄢ㢟➼�

   
 
 
 
 
       
 
 
                     ʀ৏ى͹ʰغଶʱͳʰ՟ୌʱΝ΀Ή͓ͯͯɼઍୈࢤ෨ 

 ಊ׈ೖ͹෨ٵ٠ճͲͺɼΉͥʰڢ౾ݗߨಊஏҮҢ׈
͹ஏҮҢߨʱͶͯ͏ͱɼ٠࿨Ν਒ΌΖɽ 

ʀಋ٠ڢճͲͺྫ࿪̕೧ౕ຦Ν໪͢ࢨͱɼh ઍୈࢤ෨׈ 
ಊஏҮҢߨਬ਒ܯժʱࡨఈΝ໪ͤࢨɽ 

                     ʀઍୈࢤ෨׈ಊஏҮҢ٠ڢ౾ݗߨճͲͺɼਫ਼ై౵΃͹ 
                      Πϱίʖφ௒ࠬ౵΍͏ߨ͵͗Δ٠࿨Ν਄ΌΖɽ 

 ଶغ˕
ᶅਫ਼ై͹׈ಊ͹મ୔֮ࢸฯͳ֨୉ 
ᶆ઒໵దࢨ಍ 
ᶇگҽ͹ෝ୴ݰܲ״ 
ᶈஏҮ͹ηϛʖςʀชԿ׈ಊ׈੓Կ 
 
 

˜՟ୌ 
ᶅࢨ಍ंɼण͜ࡾ͹֮ฯ 
ᶆਫ਼ై͹҈સ؇ཀྵ 
ᶇฯंޤ͹ࡃܨదෝ୴ 
ᶈ୉ճ౵͹ࡑΕ๏ 
ᶉָࢬߏઅ͹ཤ༽ 
ᶊگҽ͹݋৮ۂ݋ 
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